
三

法

無

差

に

つ

い

て

伊

藤

古

鑑

『
華
嚴

経
』

に
説

く

「
心
佛

及

衆

生
、
是

三
無

差
別

」

の
経
文

に

つ
い
て
、

華

嚴
宗

は
素

よ
り

の

こ
と
、

そ

の
他

の
宗

旨

に
於

て
も

、

こ
れ

を
引

用

し

て
、
自

己

の
宗
旨

の
要
義

を
立
誰

せ
ん

こ
と

に
力

め
て

い
る
。

喩
え

ば
法

相
宗

の
如
き

は
、

こ

の
丈

を
引

用
し

て
、

唯
識

無

境

の
義

を
誰

明

し

、
眞

言
宗

の
如
き

は
、

こ
れ

に
依

つ
て
三
三

干
等

の
秘

趣

を
示

し
、

天
台
宗

に
至

つ
て

は
、
更

に
山
家

山
外

の
異

解

を
生
ず

る
も

、
そ

の
實

相

論
的

の
立
揚

を
立

誰

し
て
、

ま

す
ま
す

三
法
無

差

の
奥

義

を
螢

揮

し
て

い
る
よ
う

に
思

う
。

ま

た
我

が
輝
宗

に

於

て
も

、

「
即

心
印
佛

」

と

い
い
、
「
非

心
非

佛
」

と

い
い
、
わ

れ
ら

衆
生

の
上

に
、

こ
れ

を
説

か
ん
と

し

て
、
諸

師

の
間

に
、

つ
ね

に
、

こ
の
語
を

用

い
ら
れ

、

ま
た
有

名

な

る

「
直

指

人
心

、

見
性

成
佛

」

の
語

も
、

こ
の
三
法

無

差

の
道

理

を

明

し

て

い
る

こ
と

は
、
論

を

侯

た

な

い

こ
と

で
あ

ろ
う

。
殊

に
洞

門

の
學

匠

、

天
桂

傳
尊

の
如
き

は
、

『
騒

耳
弾

琴
』
第

三

巻

に

コ
ニ
無

差

別
」

と
題

し

て
、
そ

の

一

巻

全
部

は
、

こ
の
三

法
無

差

の
神
秘

に
鰻

れ

ん
と
し

て
、
縦

横

に
、
彼

れ

一
流

の
論

陣
を

張

つ
て
、

こ
れ

を
説

い
て

い
る

の
で
あ

る
が
、

し
か

し
今

、

私

は

一
往

、

こ

の
三
法
無

差

の
思
想

を
読

明

し
て
、

そ
れ

よ
り

、

つ
ね

に
輝
宗

の
公
案

と

し
て

い
う

「
幽即

心
即

佛

」

の
宗

旨

に

一
句
を
加

え

、

こ
こ

に
新

ら

し
く

「
師

心
即

佛
帥

衆

生
」

の
意

義

を
説
き

、
特

に

「
帥

衆
生

」

の
持

っ
妙
味

を
捉

え

て
、

こ
れ
を

読
述

し
て
見

た

い
と
思

つ
た

の
で
、
謂

わ
ぽ

、

私

の
見

た

「
華
嚴

経

の
三
無

差

別
観

」

と

い

つ
た
よ
う

な
も

の
を
ま
と

め

て
、

こ

こ
に
、

こ

の

一
小
論

を
書

き

、
敢

え

て
誌

上
を

け
が

し

た
わ
け

で
あ

る
。

三
法
無
差
に
つ
い
て

一=
二



輝

學

研

究

二
四

二

 

『
華
嚴
経
』
の
第
十
巻
、
夜
摩
天
宮
菩
薩
説
偶
品
第
十
六
に
、
十
菩
薩
の
読
偶
あ
り
、
そ
の
な
か
第
九
の
如
來
林
菩
薩
の
読
偶
に
曰
く
、

「
讐
如

「土

書
師

一

四
大

非
二
彩

色

一

心
非

二
彩
書

色

剛

彼

心
不

二
常

住

一

猫

二
如

工
書
師

一

心
如

二
工
聲
師

一

如

ン
心

佛

亦

爾

諸

物

悉

了
二
知

心

亦
非

二
是
身

一

若

人
欲
三
求
知

二

分
二
布

諸

彩

色

一

彩

色

非

二
四

大

一

彩

豊

色

非
・
心

無

量

難

二
思

議

一

不

γ
能
レ
知
二
書

心

一

書

二
種

種

五

陰

一

如

ン
佛

衆

生

然

一
切

從

γ
心

韓

一

身

安

非

こ
是

心

一

三

世

一

切

佛

一

虚

妄

取

二
異

色

一

不
下
離
二
四

大
紬聾

離
ン
心
無

書

色

一

顯
二
現

一
切

色

一

當

ソ
知

一
切

法

一

切

世

間

申

心

佛

及

衆

生

若

能

如
γ
是

解

作

二
一
切

佛

事

一

慮

二
當

如
レ
是

観

一

四

大

無

二
差

型

而

別

有
中
彩

色

工

離
二
書

色

一無

レ
心

各

各

不

二
相

知

一

其

性

亦

如
〆
是

無

二
法

而

不

ア
造

是

三

無

二
差

別

一

彼

人

見

こ
眞

佛

一

自

在

未

二
曾

有

「

心

造

二
諸

如

來

こ

(
『
正
藏
』

九
、
四

山ハ
五

丁
)

と

、
委

し
く
十

偶

を
説

い
て

い
る
。

こ
れ

に
封

し
て
華
嚴

宗

組
賢

首
大

師

は
、
『
華

嚴
探

玄

記
』
第

六
に
、

「
第
九

由
γ
観
二
心
眞
如

一故
名

二
如
來
林

↓
十
偶

分

〆
二
、
初

六

明
二
心

作
フ
凡
、
後

四

明
二
心
起
フ
聖
」
(
『
正
藏
』
三
+
五
、
一二

五
丁
)

と

い
い
、

こ

の
と

こ
ろ

心
を
能

作

の
本

と
し

て
説

き

、

心
が

凡
と
も

な

り
、

心
が
佛

と

も
作

る
と

い
う

て
、

「
磐
如

二
工
書

師

こ

と
読
き

起

し
、
前

の
六
偶

は

「
明
二
心
作

ア
凡
」

と

な

し
、
そ

の
な

か
始

め

の
四
偶

牛

は
喩

、
次
ぎ

の

一
偶

牛

は
法

に
合

し

、
更

に
後

の
四
偶

に
依

つ
て

「
明
二
心
起

ア
佛

」

の

こ
と

を
述

べ
た
と
見

た

の
で
あ

る
。



「
明
二
心

起
フ
佛

申

、
如

レ
心
佛
亦

爾

、
將

レ
凡
類

γ
佛

、

如
こ
心

造
ア
凡
、
作

レ
佛
亦

爾

、
皆
從

レ
心
起
、
如

ン
佛

衆

生
然

、
將
ヴ
佛
類

〆
凡

、
下

二
句

會

以
顯
μ
同
、
謂

心
作

レ
佛

、

心
佛
無

レ
別

、

心
作

二
凡
夫

噛

心
凡
無

〆
別

、
能

所
依

同
故

云
二
無

別

一
也
」
(
『
正
藏
』
三
+
五
、
輔=

五
丁
)

こ
れ

は
賢

首

が

『
六
十
華

嚴
』

に
封

し
て

の
解

繹

で
あ

る
が

、
更

に

『
八
十
華

嚴
』

に
封

し
て

は
、
清
涼

澄
観

の

『
華
嚴

経
疏

』

及
び

『
同

演
義

砂
』

の
繹

が
あ

る
。

す

な
わ

ち

『
八
十
華

嚴
』

の
経
文

は
、
『
六
十

華
嚴

』
と

殆

ん
ど
同

じ

で
、
如
來

林

菩
薩

が
畳

林
菩
薩

と

な

つ
て
居

り
、

十
偶

の
な
か
、

前

の
五
偶

ま

で
は
磐

喩

、
次
ぎ

の
四

偶

が
合

法
、
後

の

一
偶

を
結
渤

と

い
う

て
、
清

涼

は
解
繹

を
加

え

て

い

る
。

そ

の
な

か
、

合

法

の
前

二
偶

を
畢

げ

る
と

、

「
心
如

二
工
書

師

一

能

書

二諸

世
間

一

一
切

世

界

申

無

二
法
而

不
ア
遭

如

γ
心

佛

亦

爾

如
レ
佛

衆

生

然

慮

レ
知

佛
與

γ
心

鰹

性

皆

無

蚕

」

(
『
正
藏
』
+
、

【
〇
二
丁
)

と

い
い
、

こ

こ
に

『
六
十
華
嚴

』

に
あ

る

「
心
佛

及
衆

生
、

是
三

無

差
別

」

の
経
文

は
な
く

、
却

つ
て
衆

生
を
訣

い
て

い
る
。

ま

た

『
八

十
華

嚴
』

の
最
後

の

一
偶

た
る
結

渤

に
は

、

「
若

人
欲

ン
了

こ
知

三
世

一
切
佛

}

慮

レ
観

こ
法
界
性

一
切
唯

心
造

こ

(
『
正
藏
』
+
、

一
〇
二
丁
)

と
あ

り
、

こ
れ
は
有

名

な
る

「
破

地
獄

の
偶
」

と

稽

し

て
、

王

明
翰

の
因
縁

も

『
演
義

紗
』

第

四
十

二

(
『
正
藏
』
三
十

六
、
三
ご
四
丁
〉
に
奉

げ

て

い
る
。

而

し

て
今

、
清

涼
澄

観

の
い
う

と

こ
ろ
を
考

え

て
見

る
と

、
前

の
賢

首

の
思
想

と

同
じ

く
、

唯
心

縁
起

の
立

場

を
取

つ
て
、

心
を

総
相

と

な
し
、
佛

と

衆

生
と

を
別

相
と

な

し
て

、
次
ぎ

の
如

く
読

い
て

い
る
。

「
心
是

総
相

、
悟

ン
之
名

μ
佛

、
成

二
浮

縁
起

↓
迷

作

二衆

生

↓

成

二
染
縁

起
↓

縁
起

錐

二有

二染

浮
↓

心
盟

不

レ
殊
、

佛
果

契

レ
心
同

レ眞

無

、

鑑

、
妄
法

有
ン
極

故

不
レ
言

μ
之

、
若

依
丁
醤

課

云
丙
心
佛
與

二
衆

生
画

是
三

無
乙
差
別
甲
、
則

三
皆

無
蓋

、
無

鑑
帥

是
無

別
之

相

、
慮

γ
云
下
心

佛

與

こ
衆

生

「燈
性

皆
無

鑑
よ
、

以
こ
妄
膣

本

眞

「
故
亦
無

鑑

、
是

以
如

來
不

レ
断

二性

悪

↓
亦

猫

こ閲

提
不

ツ
断

こ
性
善

こ

(
『
正
藏
』
三
+
五
、
六

五
八
丁
)三

法
無
差
に
つ
い
て

二
五



綱
押

思
f

研

L究

二
山ハ

こ

の
清

涼

の
解
繹

と
、
前

の
賢
首

の
解

繹

と

は
、
多

少
そ

の
異

同

は
あ

る

に

し
て
も

、
そ

の
蹄
す

る
と

こ
ろ

は
同

じ
く
唯

心
縁

起

の
立

場

を

取

つ
た
も

の
で

、
賢
首

は
多

く

『
大

乗
起

信
論

』

の
思
想

に
依

つ
て
、

「
明

二
心
作

フ
凡
」

の

一
段

を
読

明
し
、

一
切
衆

生

は
皆

、
眞

に
依

つ
て
縁

起
す
。

縁

起

の
も

の
は
盧

假

不
實

に
し

て
、
無

を
礎

え
ず
有

を
壌

せ
ず

、

こ
れ

が
爲

め

に
會

癬
す

れ
ぽ

二
門

と

な

る
。

そ

れ

を

會
縁

從
實

す
れ
ば

、

一
切
差
別

の
相

は
鑑

き

て
唯

一
眞
如

と
な

り

、
ま

た
、

こ
れ

を
癬

末
露

本
す

れ
ば

、

六
道

の
衆

生

み
な
、

唯

心

の

所
作

と

し
て

種

汝
に
縛

じ

て
く

る
と
読

き
、

一
は
眞
如

門
と

な
り

、

二
は
生

滅
門

と
な

る

の
で
あ

る
が
、

こ
の
二
門

は
存

壌
無

二
で

あ

つ

て
、

唯
是

れ

一
心

の
法

と

い
う

こ
と

に
な
る

と
、

こ

こ

に

一
心
を
根

本

と

し
て

の
無

二
を

明

し
て

い
る
と

こ

ろ
が
注

目
す

べ
き

黙

で
あ

ろ

う
。

次
ぎ

に
清
涼

は

こ
れ

を
総

相
と

い
い
、
非

迷
非
悟

の
理

心
と
見

て

い
る
が
、

そ
れ

が
迷

悟
染

深

の
縁
起

の
事

相

と
な

つ
て
、
衆

生

と

佛

と

の
国
別

を
生

ず

る
と

い

い
、
同

じ
く

三
法

無

差
と

い

い
な
が
ら

も

、
そ

の
三
法

の
な

か

に
総

相
と

別
相

と

に
歴
別

し

、
縁
起

の
な
か

に

は
染

と
澤

と

に
分
れ

る
が

、
そ

の
根
本

は
同

じ
く

心
燈
無

殊
と

い
う

て
、

そ

こ
に
無

差

の
意

味

を
読

明

し
て

い
る
よ

う

に
思
う

。

こ

の

華

嚴

一
家

の
唯

心
縁
起

を
不

易

に
読

い
た
も

の

に
、
日
本

の
明
恵

上

人

の

『
華
嚴

唯

心
義

』

二
巻

が
あ

る
。

そ

の
上
巻

の

一
節

を
引
用

し

て
見

る

と
、

「
心
佛

及
衆
生

、
是

三
無

差
別

と

云

は
、
會

し

て
三
無

差
別

を
顯

は
す
。

言
く

此

心
、

佛

を
造

れ
ば
、

心

と
佛

と
差
別

な

し

、
此

心
、

凡
夫

を
造

れ
ば

、

心
と

凡
夫

と

別
な

し

、
心

を
ば

所
依

と
す
。

佛

と
衆

生
と

を
ぽ
能

依

と
す
。

能

依
所

依
同

じ
き

が
故

に
差
別
な

し

と

云
也
」

(『
大
目
本
佛
教

全
書
、
華
嚴
小
部
集
』
四
五
丁
)

と

い
い
、

巳
下
委

し
く

三

法
無

差

に
關

し
て
読

明
を
加

え

て

い
る

。

三

 

次
ぎ
に
、
こ
の
華
嚴
の
唯
心
縁
起
の
立
場
と
反
封
し
て
、
實
相
論
的
立
場
を
取
つ
た
も
の
が
天
台
宗
の
教
義
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
心



佛

及
衆

生

の
三
法

の
な

か

に
於

て
、
更

に
総
別

と
匿
別

せ
ず

、

ま
た
能

依

所
依

と
差
別

せ
ず

、

三
法

と
も

に
能
造

能
具

で
あ

り
、

所
造

所

具
で
も

あ

る
と

い
う

こ
と

を
主
張

し

た

の
で
あ

る
。

も
と

よ
り

、

こ

の
天

台
宗

の
主

張

に
於

て
も

、
山
家

山
外

の
論

孚
と

な

つ
て
、

極

め

て
複

雑

な

る
主

義

内
容

は
分
れ

て
い

る

け

れ

ど

も

、
先
ず

天

台

一
家

と

し

て
は
、

飽
く

ま

で
も
實

相
論

的

立
揚

を
主
と

な

し
、
謂

ゆ

る
四

明

一
派

の
山
家

の
學
説

を

以

て
正
統

の
も

の
と

見

な
す

の
で
あ

る
。

こ
れ

に
反

し

て
、
山
外

一
派

の
學
読

は

、
そ

の
起
糠

を

な
す
慈

光
曙

恩
が

、
清

涼

の

『
華
・嚴

大
疏

砂
』

の
學
説

を
取

り
入

れ

て
、
天

台

の
敦
義

に
混

じ
た
も

の
と

い
わ
れ

て

い
る

が

、
そ

の
眞

儒

は
、

に
わ

か

に
信

ず

る

こ
と

は
出

來

な

い
に
し

て
も
、

そ

の
學
説

が
唯

心
論

的

立

場

で
あ

る
こ
と

は
孚

わ
れ

な

い
。

曙

恩

の
弟

子

に
奉

先

源
清
あ

り
、

源
清

の
門

下

に
孤

山
智
圓

あ

り
、
と

も

に
山
外

の
互

匠

で

あ

つ

て
、

こ

の
外

、

い
ろ

い
ろ
な

學
系

が

あ
り

、
學

読
が

あ

つ
て
、
今

こ

こ
で
詳
論

す

る

こ
と

は
避

け

る
。

先
ず

源
清

に
は
有

名

な
る

『
法
華

十

妙
不

二
門

示
珠

指
』

が
あ

る
。

山
外

の
學
説

と

し

て
第

一
に
研
究

す

べ
き
書

で
あ
ろ
う

。

こ
れ

が

四

明

の
反
封

せ

る
學

読

で
あ

つ
て
、
四

明

は

こ
れ

に
封

し
て

『
十

不

二
門
指

要

砂
』

を
書
き

、

『
示
珠

指
』

と
、
宗

呈

の

『
註

法
華

本

　

十

不
二
門

』

と
を
論

破

の
封
象

と

し

た
も

の

の
よ
う

で
あ

る
。
『
註

不

二
門
』

は
文

句

を
追

う

て
註
繹

し
、
『
示
珠

指
』

は
総

じ
て

、
そ

の

義
趣

の
徹

底

に
全
力

を
傾

註

し
、

そ

の
文

章

も
極

め

て
明
快

で
あ

る
。

故

に
四

明

の
論

破

の
封
象

は
、

こ
の

『
示
珠

指
』

に
當

つ
て

い
る

こ
と

は
、
ま

た
孚

わ
れ

な

い
事

實

で
あ

る
。

と

こ
ろ

で
、

こ

の
源
清

の

『
示
珠

指
』

に
於
け

る
三
法
無

差

の
根

本
義

を

一
考

し

て
見

る
と
、

「
佛
名

二
眞

畳
↓

生
名

二
不
畳

↓

心
即

生
佛

之

心
、
非

下
離

二
生
佛

一
外

、
別
有

〆
心

爲
中
生
佛
之

本
上
、
経

示
二
本

末
因

果
不

二
↓

故

云
三
二
無

差
別

}耳
」

(『
示
珠
指
』
上
、
四
丁
)

と

い
い
、

こ
れ

に
封

し
て
四

明

の
學
説

は
、

『
四

明

十
義
書

』

に

、
詳

細

に
論

破

し

て

い
る
。
そ

の

一
節

を
學

げ

る
と

、

三
法
無
差
に
つ
い
て

二
七



暉

學

研

究

一天

豊

非
・謂
・
心
是
非
迷
非
悟
之
眞
心
臨
鍵

此
心
迷
則
爲
・生
、
悟
則
多

佛
、
此
則
只
得
二
人
心
法
生
佛
少
分
傘

麟

錘

斗
麟
影

勤
頒
艸
殊

不

レ
識

二法

界
有

情

十
方
諸

佛

、
生

佛
之

全
分

↓
因

嵯
、

珠
指

棄

於

大
海

一而

取

・二

湛
↓

所

ン
得
者

、
如

二
爪

上
土

↓
所

〆
失
者

、

如

二大

地
土

こ

(
『
四
明
十
義
脅
』
下
、
十

三
丁
)

と

い
い
、

源
清

の
學
説

は
、

心

は
生
佛

の

心
と
説
き

、

心
が

畳
と

不
畳

と

に
な

つ
て
、

そ

こ

に
佛

と
衆

生

と

に
分

れ

る
と

い

い
、

心

は
本

で
あ
り

、
因

で
あ

る
。

生
佛

は
末

で
あ

り
、
果

で
あ

る
。
而

し

て
本
末
因

果

不

二

で
あ

る

か
ら
三
無

差

別

と

い
う

こ
と

に
な

る

と
読

い

て

い
る

の
で
あ

る
が

、
四
明

は

、
そ

れ

に
封

し
て
、

た
だ

僅

か

に

一
少
部

分

の
義

の

み
を
固

執

し
た
學
説

で
、
未

だ
そ

の
全
分

を

知
ら
な

い

も

の
と

い

い
、

恰

か
も
大

海

の
な

か

の

一
湛

の
み
を
見

た
説

と
笑

破

し
た

わ
け

で
あ

ろ
う
。

而

し
て
四

明

の
學
説

と

し

て
は

『
指
要

砂
』

に
次
ぎ

の
如

く
論

じ

て

い
る
。

「
彼

経
、
如

來
林

菩
薩

説

7偶

云
、

心
如

二
工
書
師

噛

造
二
種

種

五
陰
嚇

一
切
世
間

申

、
無

・法
而

不
ア
造
、

如
レ
心
佛
亦

爾

、

如

レ
佛
衆

生

然

、

心
佛

及
衆

生
、
是

三
無

一差

別
↓

輔
行

繹

云
、

心
造
有

三

一種
↓

一
者

約

〆
理
、

造
邸

是
具

、

二
者

約

〆事

、
勘

三
世
攣

造
等

、

心
法

既

有

三

一造

剛
経

以
ン
心
例

二
於
佛

画

復

以
ン
佛

例

こ
於

生
↓

故

云
二
如
ン
心
佛

亦
爾

、

如

ソ
佛

衆

生
然

↓

是
則

三
法

各

具
二
二
造
納

方
無

二
差

別

↓
故
荊

漢

云
、

不
レ
解

二
今

文
↓

如
何

錆

二偶

心
造

一
切
三
無

差
別
↓

何

忽
猫

云
下
心
幾

二諸

法

一得
う
名
レ
因

耶

、

擦

二
他

所
繹

↓

心
法
是

理

、
唯
論

二能

具
能

造
↓

生
佛

是
事

、

唯
有

二
所

具
所

造
噛
則

心

造
之
義

術
脇

、
無

差

之
文

永
失

　
、

又
若

約

二能

造

一繹
ン
因

、

則

三
法

皆

定

在
レ
因

、
以

三
皆
有

二
二

造

一故

、

此
文

是

今
家

立

義
綱

格
、
若

迷

γ
此
者

、

一
家

教
旨

皆

醗
倒

也
」

(
『
指
要
鋭
』
上
、

一
八
丁
)

こ

の
文

の
意

は
、
飽

く

ま

で
も
天

台
教

門

の
根
本

義

と

し
て
、
諸

法
實

相

の
立

場
を

堅
持

し
、

こ
の

『
華
嚴

経

』

の
三
法
無

差
も
猫

り

心
法

の
み

の
能

造
能

具
を
読

か
ず

、

生
佛

の
二
法

も
亦

心
法

の
如

く
能

造
能

具

た
る

こ
と

を
示

す
も

の
と

し

て
、

第

一
に

『
摩

詞

止
観
輔

行

』

五
之

三
四
丁

の
二
造

の
繹
文

を
引

用

し

て
、

三

法
各

各
事

理

爾
重

の
義

あ

る

こ
と

を

示
し

た
も

の

で
あ

る
。
.
而

し

て
術
、

天
台

の

『
止
観

大
意

』

の
本

文

、
荊

漢

の

『
金

剛
鉾

』

の
本
文

に
封

し
て

『
示
珠

指
』

は
誤

れ

る
も

の
と

し
て
難

じ

、

三

法

と
も

に
事

、

と
も

に



理

な
る
義
漫

を
左

の
如
く
説

い
て

い
る
。

「
慮

〆知

、
三

法

倶
事

倶
理

、
不

レ
同
下
他

解

、

心
則

約

〆
理
爲

ノ
通

、

生
佛
約

〆
事

爲

り別

、

…教
↓
濫

用

二他

出
否

妨

害

既

多
、
旨

諏
…安

在
」

(
『
指
要
紗
』
上
、
二
三
丁
)

此
乃
他

家

解

二
心
佛

衆
生

一之
義

、

不

レ
深

二
本

四

四

明
が

『
指
要

砂

』

を
書

い
た

の

は
、
そ

の
先

輩
者

で
あ

る

源
清

、
宗

豊

の
學

読

に
封

し

て

の
論

破

で
あ

つ
た
。

そ

し
て
、

そ

の
源
清

の
弟

子

の
梵
天

慶

昭
と

孤
山

智
圓

と

に
封

し
て

は
、

同

時
代

で

あ

つ
た
が

爲

め
に
、

親

し
く
論

鋒

を
交

え

て
相
譲

ら
な

か

つ
た
。

し

か

も

、
そ

の
論

孚
が

七
年

の
長
き

に
亘

つ
て
績

け

ら
れ

た
と

い
う

の
で
あ

る
が
、

悲

し

い
か
な
、

そ

の
好
敵

手

た
る
慶

昭

に
は

、
著

蓮
が
傳

わ

ら
な

か

つ
た
。

こ
れ

に
反

し
て
智

圓

は
疾

を

孤
山

に
養

う

て
著

述

に
專

念

し
た

の
で

、
今
も

そ

れ
を
見

る
こ
と

が
出
來

る
。

そ

の
な

か

『
金

鉾
論

顯

正
録
』

は
、
智
圓

の
天
台

教
義

に
封

す

る
思
想

を
見

る

の
に
充
分

な
も

の
と

い
わ
れ

て

い
る
。

す
な

わ

ち
、

こ

の
三

法
無

差

の
學
読

に
封

し

て

は
、

「
當

ン
知

、
心
佛

衆

生
三
無

差

別
、

是

一
家

観

道
之

綱
格

、
諸
文

圓

解

之
指

蹄
、
名

錐

γ有

二
三
義

一
不

レ出

〆
二
、
何

者

以
ン
己
望

〆他

、
他

名

二生

佛
↓

己
從
二
的

示
一
故
名

爲

レ
心
、

他
生

望

レ
己
、

己
還

名
γ
生

、
佛
封

一・鯨

二
剛
唯

是

生
佛

、
又

復
慮

γ
知

、

各

具
三
二
千

一者

、

須
・

言
三
己
心

衆
生

心
佛

心

、
各

具
三
二
千

一
也
、
何

者

自

己
依

正
、

及
生
佛

依

正
皆

由
レ
心

造
故

、
皆

由

ノ
心
具
故

」

(
『
顯
正
鐘
』
一
、
一
=
一丁
)

と
、

こ
れ

に
依

れ
ば

心
法

は
猫

り
能

造
能

具

で
あ

つ
て
、

生
佛

の
二

法

は
所
造

所
具

で
あ

る
け

れ
ど

も
、

こ
れ

を
深

く
子

細

に
考
え

て
見

る

と
、
三

法

と
も

に
能
造

能

具
、

所
造

所
其

に
通

ず

る
と

い
う

の
で
あ

る
。

そ
れ

は
、

こ
の
三

法

は
己
他

の
二
を
出

で
な

い
。

己
を

以
て

他

に
望

む
れ
ば

、
他

は
生
佛

で
あ

る
。
故

に
己

心
と
他

の
衆

生

心
佛

心
と

な

る
の

で
、

そ

の
根
本

は
心

で
あ

る
。

す

な

わ
ち
、

三
法

は
三

心

な
り

、
三

心

は

一
心
な
り

、

畢
寛

こ

の

一
心

の
心
性

盟
量

、

ひ

ろ
く
法

界

に
偏

す

る

と

こ
ろ
か
ら

、
三

法

と
も

に
能

造
能

具
、

所
造
所

三
法
無
差
に
つ
い
て

二
九



暉

學

研

究

三
〇

具

で
あ

る
と
主

張

す

る

の
で
、
そ

の
説

明

は
如
何

に
も

巧
妙

を
極

め

て

い
る
が

、
そ

の
根

本
義

は

矢
張

り
唯

心
設

に
陥

つ
て

い
る

こ
と

は

畢
わ

れ
な

い
。

ま

た
始

め
は
四

明

の
門

下

に
あ

つ
て
山

外
派

に
封
抗

し
、
四

明

の
説

を
奉

じ

て

い
た
深

畳

仁
岳

も

、
後

に
は
師

の
學

読
を

非
議

し
、
却

つ
て
孤

山

の
法
流

に
入
り

、
盛

ん

に
智
圓

の
學
説

を

扶
く

る
始

末
と

な

つ
た

の
で
、

こ
こ

に
師

弟

の
間

に
も
論

孚
を
交

え

ら
れ

た
Q
浮

畳

の
學
説

は

『
十
不

二
門

文

心
解
』

に
あ

ら
わ

れ

て

い
る
。

ま
た
四

明

三
家

の
随

一
た

る
廣

智

系

か
ら
出

た
神

智
從

義

の
如
き

も

、
後

に

は
山
外

の
學

説
を

唱

え
た
も

の
と

し
て
有
名

な

も

の
で
あ

る
。

そ

の
著

述

は

『
四

教
儀

集
解

』
『
止
観

義
例

纂
要

』
『
金

光
明
玄

順

正
記
』
『
三
大

部
補

註
』

な
ど

多
部

の
も

の
が
残

つ
て

い
る
。

そ

の
唱
う

る
學
説

も

、
浮

畳

よ
り

は
更

に
廣

く

、

こ

の
三
法
無

差

に
關
す

る
見

解

も
、

主

と

し
て

『
四
教
儀

集
解

』

下
、
三
八
丁
に
出

て

い
る

が

、
そ

の
要

と
す

る
と

こ
ろ
は
、

三
井

の
大

寳
守

脱

が

『
法
華

玄
義

繹
籔

講
述
』

二
上
、
二
丁
己
下
に
、
浮

畳
と
紳

智

と

の
爾
説

を
墾

げ

、

最

後

に
そ

れ

を
批

評

し

て

、

「
此
師

破
立

、
顛

破

二
四

明

「爲

二偏

執

一者

、

却
昧

二
理

其
妙

旨

[故

也

、

三

法
威
有

二
事

理

一方

名

二無

差

一者

、

語

似
レ
無

ン
過

、

而

意

全

失
」

(
『
玄
義
講
述
』
二
上
、
三
丁
)

と
結

ん

で

い
る
。
術

、

大
寳

守

脆

の
學

説

に
依
れ

ば

、

こ

の
三

法
無

差

の
経
文

は

『
華
嚴

経
』

に
出

て

い
る
け

れ
ど

も
、

か

の
『
華
嚴

経

』

は
偏

権

の
教

で
あ

つ
て
、
未

だ
無

差

の
深
旨

を

究

め
て
説

か
れ

た
も

の
で
は

な

い
。

『
法
華

経
』

の
十
界
皆

成

の
佛

旨

に
依

つ
て

、
始

め

て
眞

の
無

差

の
道

理
が

あ

ら
わ

れ

る
も

の
と
論

じ

て

い
る
。

己
上

に
於

て

、
三
法
無

差

の
経

文

に
封
す

る
華

嚴

と
天

台

と

の
立
場

を
説

明

し
畢

つ
た
。

華
嚴

は
唯

心
論

的

立
揚

で
あ

り

、
天
台

は
實

相
論

的

立
場

で
あ

り
、

ま

た
、
天

台

の
山
家

山
外

の
爾
読

に
於

て
、

山
家

は
主

と

し

て
實

相

論
的

立

場
を

堅
持

し
、

山
外

は

種

々
に
そ

の

學
説

が
分

れ

、
如
何

に
巧
妙

に
説

か
れ

て

い
て
も
、

み
な

唯

心
論

的

立
揚

を
加

味

し

て
説

か
れ

て

い
る
と

い
う

黙

は

一
致

し

て

い
る
。



ま

た
、

こ

の
山
家

山
外

の
論

箏

は
、

そ

の
論

議

の
内
容

が
種

汝
に
分
れ

て

い
て

も
、
第

一
に
は
教
義

の
問

題

で
あ
り

、
第

二

に
は
観

心

の
問
題

で

あ

つ
た
。
教

義

の
問
題

は
唯

心
論
的

か
費

相
論

的

か

に

つ
い
て
争

い
、
観

心

の
問

題

は
眞

心
観

で
あ

る
か

、
妄

心

観

で
あ

る
か

と

い
う

こ
と

に

つ
い

て
、
爾
者

の
間

に
、

互

い
に
そ

の
主
義

主
張

を

述

べ
て
、

そ

の
信

ず

る
と

こ
ろ
を
彊

く
褒

揮

し
た

と

い

う

の

で

あ

る
。

而

し
て

、
そ

の
な

か
、

四

明

の
學

説

を
正
統

派
と

自
稽

し
、

山
門

と
も

、
或

は

ま
た

一
家

と
も

稻

し
て
、
今

も

そ

の
學

読

が
糠
承

さ

れ

て

い
る

わ
け

で
あ

る
。

四
明

の
學

説

は
前

に
も

述

べ
た
如

く
、

主

と

し
て

『
指

要

砂
』

の
到

る
と

こ
ろ

に
述

べ
ら

れ

、
山
外

の
三

千
唯

假
設

に
封

し
て

、
三

千

帥

三
諦

説

を
立

て
、

山
外

の
心

具

の
三

千
説

に
封

し
て

、
色

心
と
も

に
三
千

を
具
す

と

い
い
、
更

に
観

心
門

に
至

つ
て
は
、

山
外

の
眞

心

観

に
封

し
て
、
四

明

は
妄

心
観

を
主

張

し
た

の
で
あ

る
。

す

な

わ
ち
、

わ
れ

ら
凡
夫

、

現
前

一
念

の
妄

心

に
帥

し

て
圓

観

を
修

す

る

と

い

う

の
で

、
佛
界

は
高
遠

で
あ
り

、
衆

生

界

は
廣

散

で
あ

る

か
ら
、

こ
の
二
法

を
捨

て

て
、

正
し
く

心

法

の

「
近

而
復
要

」
な

る
を
取

つ
た

と

い
う

の
で
あ

る
。

四

明

は
、
そ

れ

を

『
指
要

妙
』

に
次

の
如
く

読

い

て
い
る
Q

「
華

嚴

云
、

如

レ
心
佛

亦

爾
、
如

レ
佛

衆

生
然

、
心
佛

及
衆

生

、
是

三
無

二
差

別
↓

故

今
家

繹

二
経
題

法
字

ハ

約

二
此

三
法

一各

具
三
二
千
↓

互

具
互

融

、
方
名

二
妙

法

ハ
然

錐
二
諸

法
彼

彼
各

具

袖
若

爲

観
腱

ハ
必
須

レ
的
二
指

心
法

三
千

噛
故

玄
文

云
、
佛

法
太

高

、
衆
生

法
太

廣
、

於
二
初

心

一爲

難

、

心
佛

及
衆

生

、
是

三
無

二
差
別

↓
観

レ
心
則

易

、
又
義

例

云
、
修

観

次
第

、
必
先

二
内

心
或
今
家

凡
日
二
観

心

一
皆
是

意

也

」
(
『
指
要
砂
』
上
、
五
丁
)五

華
嚴

の
清

涼

澄
観

は
、

嘗

て
天
台

の
六

狙
荊

漢

の
門

に
あ

り
、

後

に
華

嚴

に
入

つ
て
深

く
學

び
、

ま
た

荷
澤

の
騨

を
無

名

に
嗣

い
で
、

そ

の
思
想

は
、
實

に
廣

淵

、

そ

の
論

理

も

明
快

、

加
う

る

に
そ

の
戒
行

も
見

る

べ
き
も

の
が
あ

つ
て
、
そ

の
學
徳

の
影
響
す

る
と

こ
ろ

は

三
法
無
差
に
つ
い
て

三



陣

學

研

究

三
二

廣

範
園

で
あ

つ
た
。

そ
れ

が
天

台

に
影
響

し

て
、

天
台

の
學
説

に
混

じ
た
も

の
が
山
外

の
學

読

で
あ

り
、

唯

心
論

的

立
揚

の
読

明

と
な

つ

た
も

の

で
あ

ろ
う
。

ま
た

、

こ

の
清

涼

の
思
想

が
暉

に
も

影
響

し
、
そ

の
弟

子

た
る
圭

峰
宗

密

は
更

に
輝

に
接

近

し
て
、

『
輝

源
諸

詮
集

都

序

』

及
び

『
灘
門

師
資

承

襲
圖

』
な

ど

の
名
著

を

残

し
て

い
る
。

こ
の
時
代

の
輝

の
形
勢

は
、

ど

ん
な
歌
態

に
あ

つ
た

か

は
、

こ
れ
等

の
著

述

を
讃

め
ば
、

殆

ん
ど
想

像

が
出
來

る
。

宗

密

は
、
輝

の
宗

旨

を

い
ろ

い
ろ

に
分
け

て
読

明
し

て

い
る
。

そ

の
な

か
、

先
ず

『
灘

源
諸
詮

集
都

序
』

上

之

一
に
は
、

「
灘
有

二
諸

宗

ハ
互

相
違

反
者

、
今

集

所
ノ
述

、
殆

且
百
家

、
宗

義

別
者

、
猫

將
二
十
室

↓
謂

、
江

西
、

荷
澤

、
北

秀

、

南
慨

、

牛
頭

、

石
頭

、
保
唐

、
宣

什

、

及
稠
那

、
天

台
等

、

立
レ
宗

傳
〆
法
、

互

相
乖

阻
」
(
『
正
藏
』
四
十
八
、
四
〇
〇
丁
)

と

い

い
、

ま

た
同

じ
く

三
宗

を
説

く

と

こ
ろ

に
は
、
息

妄
修

心
宗

と
し

て
、
南

慨

、
北

秀
、

保
唐

、
宣

什
等

の
門

下
と

、
牛

頭
、

天
台

、

恵

稠
、

求
那
等

と

を
學
げ

、
混
絶
無

寄
宗

と

し

て
、

石
頭
、

牛

頭
門

下

の
径

山
と

、
荷
澤

、
江

西

、
天

台
等

の
門

下
を

墨
げ

、
更

に

『
輝

門

師
資

承
襲

圖
』

に
は
、
牛

頭
宗

、
北

宗

、
南
宗

帥

ち
荷

澤
宗

、

洪
州
宗

を
基
げ

、

ま

た

『
圓

畳

経
大
疏

砂
』

に
は
、
略

し
て
北
宗

、

智

続

、

老
安
、

南
嶽

、

牛
頭

、
南

山
念
佛

門
、

荷

澤
等

の
輝
宗

あ

る

こ
と

を
叙

し

て

い
る
。

こ
れ
等

の
諸

宗

は
如
何

な

る
思

想

で
あ

つ
た

か
と

い
う

こ
と
も

、
宗

密

は
述

べ

て

い
る
が

、
先
ず

『
輝

源
諸

詮
集

都
序

』

に
於

て

は
、

輝

の
三
宗

と
教

の
三
種

と

を
奉

げ

、
教

輝

一
致

の
思
想

を
明

し
て

い
る
貼

が

注
意
す

べ
き

こ
と

で
あ
ろ

う
。

ー
息
妄
修
心
宗
-

密
意
依
性
説
相
教
ー

輝
三
宗
i
i
混
絶
無
寄
宗
ー

密
意
破
相
顯
性
教
1

ー
直
顯
心
性
宗
ー

顯
示
眞
心
師
性
教
ー

こ
の
密
意
依
性
読
相
教
の
な
か
、

1
教
三
種

更
に
三
種
を
開
い
て
人
天
因
果
教
と
、
断
惑
滅
苦
教
と
、
將
識
破
境
教
と
な
し
、
正
し
く
將
識
破
境

教
の
み
騨
の
息
妄
修
心
宗
に
相
扶
會
す
と
説
い
て
い
る
。
故
に
宗
密
が

『
原
人
論
』
に
五
教
を
開
き
、
人
天
教
、
小
乗
教
、
大
乗
法
相
教



大
乗

破

相
教

、

一
乗
顯
性

教

と
な

し
て

い
る

の
と
同

じ
道

理

で
あ

つ
て
、
そ

の
な

か
、

特

に
第

五

の

一
乗

顯
性

教

を
以

て
實

大

乗
究
寛

の

教

と
な

し
、

一
眞

心
性

を

以
て

、
染
澤

の

一
切
諸

法

に
封

し

て
全
棟

し
、

全
牧

す
と
説

い
て

い
る
。

而

し
て

、
全
棟

す

と
は
、

上

の
五
教

は
、
た

だ
禮

を
剋

し

て
直

に
心
性

を

顯
し

、
鯨

は
皆
虚

妄

な
σ

と

い

い
、

全
牧

と

は
、
染
浮

の

一
切
諸

法

は
是

れ

心
な
ら
ざ

る
も

の
は
な

い
け

れ

ど
も

、

心
迷
え

ば

、
妄

に
惑
業

を
起

し
て

六
道
四

生

に
身

を
受
け

、
心
悟

れ
ぽ

、
腱

よ
り
用

を
起

し

て
、
身

を

法
界

に
現
じ

て
、

慮
化

の
業

用
と

な

り
、
身

身

み
な
眞

實

と
な

り

、
法
法

み
な
本
膣

を

影

現
す

る
と
見

る

の

で
あ
る
。

か
く

の
如
く

宗
密

の

い
う

と

こ
ろ

は
、
理

路
整
然

と

し

て
明
快

に
説

く
け

れ

ど
も
、

そ

の
要

と
す

る
と

こ

ろ
は
、
華
・嚴
宗

狙
賢

首

大
師

の
學

読

を
租

述

し
た
も

の
で
、
賢

首

が

『
起

信

論
』

に
依

つ
て
誰

明
せ

る
如
く

、
宗

密
も

亦

、

こ
の

『
起

信
論

』

に
依

つ
て
、

よ
り

多
く

読

明
を

加
え

た
と

い
う

の
で
、

そ

の
相
違

す

る
黙

は
、
教

輝

一
致

の
思
想

で
以
て
、

樺

を
教
理

的

に
説

明

し
た
と

い
う

と

こ
ろ

に
、
そ

の

特

異
性

が
見

ら

る

る
と

い
う

ま

で

で
あ
る
。

宗

密

は

一
乗
顯
性

教

を

以
て
直

顯
眞

源

の
宗

旨
と
も

い

い
、
佛

の
了
義
實

教

と
も
読

い
て

い
る
が

、

こ

の
と

こ
ろ
は

、
自

己

の
眞

源

を

直

指

し
て
、

本
來

清
浮

心

を
顯

示
し

、
明

明
不

昧
、

了
了
常

知

の
眞

際

を
説

明

し

た
も

の
で
、

そ

の
多

く

は

『
華
嚴

経
』

を
引

用

し

て
説

明

し
て

い

る
こ

と
は

『
輝

源
諸
詮

集
都

序
』

も

、

『
原

人
論

』

も
同

じ

こ
と

で
あ

る
。

而

し

て
、

そ

の
心
な

る
も

の
に
四
種

あ
り

、

一
に

は
乾

利
陀

耶

、

こ
れ

は
肉
團

心

で
あ

つ
て

、
わ

れ
ら

の
身
申

に
於
け

る

五
臓

の
心

で
あ

る
。

二

に
は
縁
慮

心
、

こ
れ

は

八
識

心

で
あ

つ

て
、
わ

れ
ら

が
境

に
封

し

て
縁
慮

す

る
心

心
所

の
心
で
あ

る
。

三

に
は
質

多
耶

、

こ
れ

は
集
起

心

で
あ

つ
て
、

た
だ
第

八
識

の
み

の
心

で

あ

る
。

す
な

わ

ち
種
子

を
積

集

し

て
現
行

を
生

起

せ
し
む

る

心

で
あ

る
。

四

に
は
乾

栗
陀

耶

、

こ
れ

は
堅
實

心

で
あ
り

、

眞
實

心
で
あ

り
、
今

の
心
性

と

指
す
も

の
は
、

こ
の
眞

心
で
あ

つ
て
、
前

の
三

種
も

、

こ
れ

を
離
れ

て
は

い
な

い
け
れ

ど
も

、

そ
れ

の
本
膣

本
性

は
、

こ

の
第

四

の
堅
實

心

で
あ

る
。

こ

の
堅
實

心
を
眞

如

と
も

、
佛
性

と

も
、
乃

至

は
暉
門

に
説

く

一
心
も

、

こ
れ

を

指

し
て

い
る
と
説

明

し

て

い
る
。

こ

の
眞

心

に
、

不
畳

を

以
て

の
故

に
、
諸

の
妄

想

と

の
和
合
不

和
合

の
義

が
あ

つ
て
、

和
合

す
れ

ぽ

、
能
く

染

と
浮

と

の
二
を

三
法
無
差

に
つ
い
て

三
三



縄

學
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究

三
四

含

み
、
不

和
合

の
と
き

は
、
燈

つ
ね

に
不
攣

、
絶

封

、

こ
れ

が

、

こ
の
も

の
の
眞
實

心
と

い
う

の
で
、

こ
れ

を
在

纒

の
揚
合

は

、
如
來
藏
…

と

呼
び

、
出

纒

の
揚
合

は
、

法
身

佛

と
名
け

た
と

い
う

の
で
あ

る
。

こ
の

こ
と

は

『
起
信

論
』

の
註
繹

に
、
賢
首

も

、
宗

密
も

、
と

も

に

廣

く

説

明

し

て

い
る
と

こ

ろ
で
あ

る
。

ま

た
、
宗

密

は

『
起

信
論

』

の
教
義

に
依

つ
て
、

一
心

を
眞

如

と
名
づ

け
、

眞

如

に
不

攣

と
随

縁

と

の
二
義

あ
り

、
不

攣

が
眞

如
門

で

あ

り

、
随

縁
が

生
滅

門

で
あ

り
、

一
は
諸

佛

と
名

づ
け

、

一
は
衆

生

と
呼

ぶ
と

い
い
、

一
心
を

根
本

に
し

て
説

明

し

て

い
る

こ
と
も

明

か

で
あ

る
。

ま

た
宗

密

は

『
輝

源
諸

詮
集

都
序
』

に
、

「
謂

、
六
道

凡
夫

、

三
乗
賢

聖

、
根
本

悉

是
盤

明
清
浮

一
法

界
心

、
性

畳
賓

光
各

各
圓

満

、
本

不

レ名

一一諸

佛
↓
亦
不

γ
名

二
衆
生

↓
但

以
二

此
心
簸

明
自
在

↓
不

レ
守

二
自
性

納
故

随

二
迷
悟

之
縁

叫
造

レ
業

受
γ
報

、

途
名

二
衆

生

ハ
修
γ
道
讃
ソ
眞
、

途
名

二
諸

佛
袖
叉
錐

二随

縁

↓
而

不

レ

失

二
自

性

一故

、
常

非

二
虚

妄
袖
常

無

=
攣
異

↓

不
レ
可
一一破
壌

嚇

唯

是

一
心
、

途
名

二
眞
如

こ

(『
正
藏
』
四
+
八
、
四
〇
九
丁
)

と

い
い
、

こ
れ

に
依

つ
て
も

知

ら

る
る
如
く

、

そ

の
根
本

の
と

こ
ろ
を

「
盤

明
清
浮

一
法
界

心
し

と

名
づ

け

、
そ

こ

に
は
、
諸

佛

と
名

つ

く

る
も

の
も
な

く
、
衆

生

と
名

つ
く

る
も

の
も

な

い
が

、
そ

れ
が

迷
悟

の
縁

に
依

つ
て
、
衆

生

と
も

な
り

、
諸

佛

と
も

な

る
と

い
う

の
で

こ

の
と

こ
ろ
華
嚴

の
賢

首

や
清

涼

の
説

そ

の
ま
ま

と

い
う

て
良

い
。
故

に

『
起
信
論

』

を

依
用

し

て
、

そ

の
學

説

を
讃

す

る

の
も
無

理

は

な

い
。

六

宗

密

は
、

こ

の
よ
う

に
心

と
佛

と
衆

生

と

の
三
法

に
封

し

て
考

え

、
そ

の
根

本

心

は
、
佛

と
少

し
も

攣

り
は
な

い
の

で
あ

る
か
ら

、

わ

れ

ら
衆

生

は
、
須

ら
く

自
己

の
根

本

心

に
還

り

、
凡

脅
を
断

除

し

て
、
佛
作

佛

行

せ
よ

と
勧

め

た

の
で
あ

る
。

す

な

わ
ち

『
原

人
論

』

に

「
我
等

多
劫

、
未

γ
遇

二眞

宗

ハ
不

γ
解

二
反

目
原

フ身

、

但
執

虚

妄

之

相
《

甘
認

凡

下
↓
或

畜

或
人

、

今

約

二
至
教

一原

γ
之

、

方

畳

本



來

是
佛

一故

、
須

三
行
依

二
佛

行

↓
心
契

二
佛

心

ハ
返
ノ
本

還
ン
源
、
断

二
除

凡
脅

州
損

レ
之

又
損

、
以

至
二
無

爲

{
自

然
慮

用
恒

沙

、
名

レ
之

日
γ

佛

、

當
レ
知
、
迷

悟

同

一
眞

心
L

(
『
正
藏
』
四
十
五
、
七

一
〇
丁
)

と
読

い
て

い
る
。

こ

こ
に
宗

密

は

「
本

來
是

佛
」

な

る
語

を
用

い
て

い
る
が

、

こ
れ

は
決

し

て
佛

と
衆

生

と

に
分

れ

た
上

の
佛

を
指

し
た

も

の
で

は
な
く

、
分

れ

ぬ
以
前

の
根
本

心

で
あ

つ
て
、
宗

密

は

「
迷
悟

同

一
眞

心
」

と

い
う

て

い
る
。

こ
の
睦
悟

未

分
以
前

の
根

本

心
を

指

し
て

「
本
來

是
佛
」

と
呼

ん
だ

も

の

で
、

前

の

『
輝

源
諸

詮
集
都

序

』

に
於

け

る

「
盤

明
清
浮

一
法

界

心
」

と
同

じ
も

の
で
あ

る
。

要

す

る
に

、

一
心

と

い

い
、
諸

佛

と

い
う

の
も

、
本
來

は
名

の

名

つ
く

べ
き

な
き

本
膿

で
あ

る
。

そ

の
本
燈

、

根

本
を

呼

ん
で

一
心

と

い

い
、
諸

佛

と

い
う

た
ま

で

で
、

そ

の
指
す
も

の
は
別

の
も

の
で

は
な

い
。

そ

こ

で
、
わ

が
騨
宗

に

つ
い
て

い
う

と
、

先
ず

「
一
心
」

と
か

「
佛

心
」

と

か
、
乃

至

は

「
帥

心
帥

佛
」

と

か

い
う

て
、

「
心
」

と

い

う

も

の
を
第

一
に
し

て
、

宗
旨

を

立

て
て

い
る
。

喩
え
ば

達

摩

の

『
少
室

六
門
』

の
第

二
門

破

相
論

に

は
、

「
若

欲

レ
求
レ
佛

但

求
レ
心

、
只

這

心
心

心
是
佛
」

と

い

い
、

第

五
門
悟

性
論

に
は
、
「
離
ソ
心
無

レ
佛

、
離

レ
佛
無

レ
心
」

と

い

い
、

ま
た
第

六
門

血

脈
論

に

は
、
「
前
佛

後
佛

、

只

言
二
其

心

噛
心
帥

是
佛

、

佛
帥

是

心
、

心
外
無

レ
佛

、
佛

外
無

レ
心

」

と

い
う

て

い

る
。

も

と

よ
り

、

こ
れ
ら

の

『
少
室

六
門
』

は

、
達

摩

の
眞
作

で

は
な
く

、

破

相
論

は
北
宗

紳

秀

の
作

と
も

い
わ
れ

、
悟

性
論

は
北

宗
的

の
も

の
で
あ

り

、
血
脈
論

は
南
宗

的

の
も

の

で
あ

る

と

、
宇
井

博

士

の

『
暉
宗

史

研
究

』

三
二
丁

に
は
設

か
れ

て

い

る
が
、

し

か
し

、

こ
れ
ら

は
輝

宗

初
期

の
書

と

し
て
有

名
な

も

の
で

、
繹

思
想

を
述

べ

た
も

の
と

し

て

は
、
別

に
異
存

の
な

い
も

の
で
あ

る
。

私

は

、
灘
宗
史

の
智
識

は
な

い
が

、

鈴

木
博

士

の
設

に
依

る
と

、

達
摩

は
特

に

安

心

と

い
う

こ
と

を

読

い

て
い
た

と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

す
な

わ

ち
同
博

士

の
著

『
達

摩

の
輝
法

と
思

想

及
其
他

』

四
二
丁
、
『
輝

思
想
史

研

究
』

第

二
、
四

一
丁
な

ど

に
、

「
達
摩

の
所
述

と
文

鰍
」

と
題

し

、

い
ろ

い
ろ
と
達

摩

の
思
想

を
論

じ

て

、
そ

の
安

心

に

つ
い
て

の
説

明
が
加

え

ら
れ

て

い
る
。
達

摩

の
思

想

は

「
此
是

大
乗

安

心
之

法
」

と

い
う

て

、
安

心
が
第

一
に

置

か
れ

て

い
た
。

こ

の
安

心

に

つ
い

て
は
、

檸

の
公
案

に
も

コ

一組
安

心
」

と

い
う

の
が

あ

三
法
無
差
に

つ
い
て

三
五



繹

學

研

究

三
六

る
。

『
景
徳

傳

燈
録

』
第

三

に
、

「
光

日
、
諸

佛

法

印
可

一一得
聞

一乎

、
師

日
、

諸
佛

法

印
匪

二
從

レ
人
得

↓
光

日
、

我

心
未

・寧

、
乞
師

與

レ安
、
師

日
、
將

・
心
來

與

・
汝
安

、

日
、

寛

/
心
了

不
可

得

、
師

日
、

我
與

レ
汝

安
γ
心
寛

」

(『
正
藏
』

五
+

一
、

ご

一
九
丁
)

と

い
う

て

い
る
。

ま
た

同
じ
く

『
景

徳

傳
燈
録

』

の
達

磨
章

に
、

揚

街
之

が

「
其

道

如
何

」

と
問

う

た

の
に
封

し

て
、

達
摩

は

「
佛

心

宗

、
行

解

相
慮

、
名

ン
之

日
γ
組
」

と
答

え

、

ま
た

同
じ
く

恵

可
章

に
は
、

一
信

が

「
未
審

、
何

名

二佛

法

こ

と
問

う

た

の
に
封

し
て
、
恵

可

は

「
是

心
是

佛
、

是

心
是

法
、

法
佛

不

二
」

と

答

え
た

と
も

い
う

て
い
る
。

こ

の
達

摩

や
恵

可

が
特

に

「
心
」

を
學

揚

し
、

安

心
と

か
、
佛

心
と

か

い
う

の
も

、
も

ち

ろ

ん
根
本

心

を
指

し
た

語

で
あ

る
。

達
摩

の

二

種
入

に
於
け

る

「
凡

聖
等

一
、

堅
住

不
〆
移
」

の
も

の

で
あ
り

、
「
與

・
理

具
符

、
無

・
有

二
分
別

こ

の
も

の
で
あ

る
。

こ
の
心

を
以

て
二

組

に
傳

え

た

の
で
、

血
脈

論

に
も
、

コ

ご
界
興

起
、

同
瞭

二
一
心
↓

前
佛

後
佛

、
以
γ
心
傳

ン
心

、
不

ソ
立

二文

字

一」

(『
正
藏
』
四
+
八
、
三
七
三
丁
)

と

い
い
、
黄

葉

は

『
宛

陵
録

』

に
も

、

「
所

以
達

摩
從

・茜

天

一來

、
唯

傳

・二

心
法
↓

直
指

・二

切
衆

生

、
本

來
是

佛

こ

(
『
正
藏
』
四
+
八
、
三
八
六
丁
)

と

い
う

て

、

こ
こ

に
も

「
本

來
是

佛
」

の
語

を

用

い
、

一
切
衆

生

の
根
本

心

が
、

そ

の
ま
ま

是
佛

で
あ

る

と
説

い
て

い
る
。

そ
れ

を
達

摩

は
安

心
と

い

い
、

更

に

「
安

心
者

壁
観

」

と
も

い
う

て
、
壁

観

を
強

く
主

張

し

て
い
た

の

で
あ

る
。

す

な
わ

ち
、

達
摩

の
二
種

入

に
は
、

「
心
如

二
摘
壁

一」

と

い
い
、

「
凝

佳
壁

観
、
無

レ
自

無

μ
他
」

と
も

い
う

て

い
る
o

ま
た

『
少
室

逸
書

』

と
名
づ

け

ら
る

る
轍
煙

出

土

の
爲

本

申

に
も

左

の
如
く

い
う

て
い
る
。

「
若

用

二諸

佛

「修

レ
道

者
、

心
如

二
石

頭
↓

冥
冥
不

レ畳

不
レ
知
不

二
分
別

触

一
切
騰

騰
如
ソ
似

二
痴
人

一」
(
『
少
室
逸
書
』
一
三
丁
)

こ

の
意

味

は
如
何

な

る
も

の

か
、
黄
葉

の

『
宛
陵

録
』

に
は
、



「
如

今
但

一
切
時
申

、
行

佳
坐

臥

、
但
學

二
無

心
酬
亦

無

二
分
別

噛
亦
無

二
依
僑
↓

亦
無

二
住

著
画
絡

日
任
蓮

騰
騰

、
如

二
痴
人

一相
似

、
世

人
鑑

不
・
識

・
爾

、
爾
亦

不

レ
用
教

二
入

識
不

識
↓

心
如

頑

石
頭
叫

都
無

二
縫

舞
剛

一
切
法
造

二
汝

心

一不

レ
入
、

兀
然

無

著

、

如
ン
此
始
有

二

少
分

相
鷹

一
」
(
『
正
藏
』
四
十

八
、
三
八
六
丁
)

と
解
輝

を
加

え

て

い
る

。
黄

葉

に
至
り

て

は
、
そ

の

「
心

」
を
無

心

と

い
い
、

「
但
學

二
無

心

一」

と

い
う

て

い
る
が
、

達
摩

の
安

心
と

同

じ
も

の
と
考

え

て
良

い
。

達
摩

に

『
無

心
論
』

と

い
え

る
著

述
が
あ

つ
た

か
、
無

か

つ
た

か
と

い
う

こ
と
も

、

一
の
問
題

と

な

つ
て

い
る

が

、
四

狙
道

信

に
は

『
楊

伽
師
資

記
」

に
、
「
無

心
起

μ作

」

と

い
い
、

鏡

の
無

心

に

一
切

の
像
を

現
ず

る
こ
と

を
喩

に
學

げ

て

い
る
。

ま

た
道

信

の
法

を
受
け

嗣

い
だ

牛
頭

法
融

の

『
心
銘
』

に
も
、

「
衆

生
無

心

、
依

二無

心

}
出
」

と

い

い
、

六
狙
恵
能

に
至

つ
て
は

、
明
か

に

『
六
狙
壇
経

』

に
於

て
、
有

心
無

心

の
説

法
を

し

て

い
る
。

ま
た

、

こ
れ
を

経
文

の
上

か
ら
見

る

と
、
『
四
十

二
章

経
』

に
、
「
飯

一千
億

三

世
諸

佛
叫

不

レ如

飯

・二

無

念
無

住
無

修
無

讃

之
者

こ

と

い

い
、
黄

葉

は
、
こ

の
意

を
受

け

て
、
『
傳

心
法

要
』
に
、
「
供

二養

十

方
諸
佛

嚇
不

γ

如

供
二
養

一
箇
無

心
道
人

こ

と

い
え
る

が
如
き

は
、

み
な
無

心

を
以

て
根
本

心

と
な

し
、

そ

こ
に
安

心
を
置

い
て

い
た

こ
と
が

分

る
。

七

潭

宗

で

は
無

心

と

い
う

語

を
盛

ん

に
用

い
て

い
る
。

ま

た
、

こ
れ

と
同
じ

意
味

で
、

無

念
と

か
無

相

と
か
、
或

は
無

佳

と

か

い
う

よ
う

な
語

も
多

く

用

い
ら

れ

て

い
る
。

す
な

わ

ち

『
六
組
壇

経
』

に
於

て
も

、

「
善
知

識
、

我
此

法
門

、
從

上

以
來

、
先

立
二
無

念

一
爲

レ宗

、
無

相

爲
ン
鰹

、
無

佳
爲

ソ
本
」

(
『
正
藏
』

四
十

八
、
三
五
三
丁
)

と

い

い
、
無

念

と
無

相
と
無

佳

と
を
説

い
て
我

が
樺
宗

頓

教

の
法
門

と

し

て

い
る
。

な

か

に
も

無

念

は
、

六
祀

の
宗

旨

と

し
て
最

も
基
揚

し

て

い
た
も

の
で
、
無

念

の
行

と

か
、
無

念

の
法

と

か

い
う

て

い
る
。
無

念
と

は

「
見

二
一
切
法
噛
心

不
二
染
着

↓
是

爲

二無

念

一」

と

い
い
、

無

念

の
行

と
は
、

心
が

六
塵

の
境
界

に
封

し

て
染
着

せ
ず

、

「
去
來

自

由
、
通

用
無

レ
滞
」

の
行

を

指

し
、

「
無
念

無

憶
無

着
」

が

六
組

の

三
法
無
差
に
つ
い
て

三
七



輝

墨
・

研

究

三
八

読

く
見

性
成

佛
道

と

示

し
て

い
る
。

「
若
無

二
塵
螢
噛

智
慧

常

現
、
不

レ
離

二
自
性

↓

悟

二
此
法

一者
、
帥

是
無

念

無
憶
無

著

、
不

・
起

二
読
妄

↓
用

二自

眞
如

性

↓

以
二
智
慧

一観

照
、

於

一二

切
法
剛

不
〆
取

不

レ捨

、
帥

是

見
性

成
佛

道
」

(『
正
藏
』
四
+
八
、
三
五
〇
丁
)

こ
れ

は

『
六
阻
壇

経
』

の

一
節

で
あ

る
が

、

わ
れ

ら

の
自

性
本

具

の
智
慧

が

そ

の
ま

ま
あ
ら

わ

れ
て

、
何
物

に
も
障
擬

さ

れ
ず

、
法

の

根

源

か
ら

云
爲
行

動
す

る

こ
と
を
説

き

、
事

事

み
な
眞

と

な
り

智
行

住
坐

臥
、

語
獣

動
齢

、
乃

至

は
蓮

水
搬

柴

に
至
る

ま

で
、
悉

く
輝

の

根

本

心
か
ら

あ
ら

わ
れ

て
く

る

と

い
う
た

の
で
あ

る
。

そ

こ
に
は
最

早
や

分
別

造
作

の
二
念

が
無

い
。
無

念

の
無

は

「
無

三

一相

↓
無

一諸

塵
螢
之

心

一」

と

い
い
、

念

は

「
念

二
眞

如
本

性

↓
眞

如
帥

是
念

之
禮

、
念
即

是
眞

如

之
用

」

と

い

い
、
眞

如

の
本
性

、

根
本

を
指

し

た
も

の

で
あ

る
。

こ

の
根
本

の
と

こ
ろ

は
、
念

念
不

住

で
、

少

し
も

佳
著

す

る
と

こ

ろ
が
無

く

、

つ
ね

に
佳

著
す

る

相
も
無

い
か
ら

、
そ

の
相

に
封

し

て
分
別

の
二
念

も
生

じ
な

い
わ
け

で
、

そ

こ
を

六
狙

は
無

念

、
無

相

、
無

住
と
総
…
し
て
、

根
本

心

の
轄

塵

自

在
な

る

こ
と
を

示
し

た
も

の
で
あ

ろ
う
。

ま
た
、

六
狙
は
良

く
自

性

と

い
う

語
も

用

い
て

い
る
。

自
性

を

根
本

と

し
て

「
言
下

識

二自

本

心
↓
見

二
自

本
性

こ

と

い

い
、
「
見
性

」

と

い
う
簸

的

自
畳

を
説

い
て
、

そ

こ
か

ら
頓

悟

の
持

つ
妙
味

を
設

法

し

て
い
る
。

そ

し

て

『
六
租
壇
経

』

に

は
、
自
性

の
般

若

と

い

い
、

自
性

の
五
分

法
身

香
と

い

い
、
或

は
自
性

の
三
費

、
自

性

の

一
膿

三
身

佛
な

ど
、

盛

ん

に
自

性

の
語

を
用

い
、

「
自
性

能

含
二
萬

法

こ

と

か
、

「
萬
法

在
二
諸

人
性

申

一」

と

か

い
う

て
、
自

性

と
萬
法

と

を
結

び
付
け

、
謂

ゆ

る

「
一
心
帥

萬

法
、
萬

法
即

一
心
」

と

い

つ
た
よ
う

な

思
想

を

述

べ
て
い

る
。

こ

の
こ
と

は
六
組

の
弟

子

の
南
嶽

と

か
青
原

と

か
い
う

も

の

の
語
の

な

か
に
も

良
く

あ
ら

わ
れ

て
い
る
。

先
ず

『
宗

鏡
録

』
第

九

十
七

巻

に
は
南

嶽

の
語
と

し

て
、

「
一
切
萬
法
皆

從

ソ
心
生

、
若

達
二
心
地

一
所
作
無

礎

、
汝
今

此
心
帥

是
佛

、
故

達
磨

西
來

、

唯
傳

二
一
心
之

法
↓

三
界

唯

心
、
森
羅

及
萬

像

、

一
法
之

所
印
、

凡
所

見

色

、
皆

是
自

心
、

心
不

自

心

↓
因

〆
色
故

心

、
汝
可

ン
随

レ時

、
帥
事

帥

理
、
都

無

レ
所

レ凝

、
菩

提

道
果
亦



復

如

レ
是
L

(『
正
藏
』
四
十
八
、
九
四
〇
丁
)

と

い
い
、

ま

た
青
原

の
語
と

し

て
、
同

巻

に

「
印
今

語

言

、
即

是
汝

心
、

此
心
是

佛

、
是
實

相
法

身
佛
」

と

い
い
、
更

に

「
無

レ
有

三
一
法

不

從

μ
心
生

↓
無

レ有

胃二

法

不
=
從

レ
心
滅

ハ
是
以

迷
悟

総
在

二
一
心

一」

と
も

い
う

て
い
る
。

ま

た
、

こ

の
青
原

の

弟

子

の
石
頭

の
語

も

『
景

徳
傳

燈
録

』
第

十

四

に
、

「
吾

之

法
門

先
佛

傳
授

、
不

ン
論

二
輝

定
精

進
唖
達

二
佛

之
知

見

一帥

心
帥

佛
、

心
佛

衆

生
、

菩
提

煩
悩

、
名
異
燈

一
、
汝

等
當

μ
知

、
自

己

心
塞

盤

、
離

二
断
常

一性

非

二
垢
浮

↓
湛
然

圓
満

凡
聖
齊

同
、

慮
用
無

方

離

二
心
意

識

ハ
三
界

六
道

唯
自

心
現
」

(
『
正
藏
』

五
+

一
、
三
〇
九
丁
)

と

い

い
、

こ
こ

に

「
帥

心
帥
佛

」

の
語

も
用

い
ら

れ

、
ま

た
心
佛

衆
生

の
三
法
無

差

の
思

想
も

あ
ら

わ
れ

て

い
る
Q

ま
た

石
頭

と
同
時

代

で

、
南

嶽

の
法
嗣

た
る
馬

組
が

「
郎

心

帥
佛

」

を
説

い

て

い
た

こ
と

は
有

名

で
あ

つ
て
、

つ
ね

に
輝
宗

の
公
案

と
し

て
商
量

せ

ら
れ

て

い

た

こ
と
も

事
實

で
あ

る
。

『
馬

狙

語
録
』

に
は

、

「
汝
今
各

信

二
自

心
是
佛

(
此

心
帥
是

佛

心
、
是

故
達
磨

大
師
從

二
南

天
竺
國

一來

、
傳

二
上
乗

一
心
之
法

↓
令

=
汝
開

悟

こ

(
『
馬
胆
語
録
』

二
丁
)

と

い

い
、

ま

た
大
梅

山

の
法
常

が
馬

祀

に
参

じ

て
、

「
即

心
帥

佛
」

の
因
縁

に
依

つ
て
大
悟

し
、
馬

狙
が

「
非

心
非

佛

」
と

示

し
た
因

縁

も

『
馬

狙

語
録
』

に
出

て
い
る
。

要

す

る

に
、

こ
れ

は
心
と

い
う
も

、
佛

と

い
う

も

、
本
來

は
名

の
名

つ
く

べ
き

な
き

本
艦

、
根

本

で
あ

つ
て
、

そ

の
旨

を
得

れ
ば

、

「
帥

心
即
佛

」
も

「
非

心
非

佛
」

も

同
じ

こ
と

に
臨

す

る
。
有

と

い
う
も

、
無

と

い
う
も

、
是

と

い
う
も

、

非

と

い
う
も

、
と
も

に
相

封
を
絶

し
た

上

の
語
で

あ

つ
て
、
有
無

相
通
ず

る
も

の
で
あ

る
。
若

し
知
解

に
走

り
、

是

と
非

と
を

相
封

立
し

て
、
種

々
に
分
別

し

た
と
す

れ
ぽ

、
そ

こ

に
は
最
早

や
輝

の
意

義

は
失

わ
れ

て

い
る
。

馬

組

は
唯

だ
、

そ

の
時

と

場
合

と

に
慮

じ

て
、

こ

の
絡

封

の
根

本

心
を

自
由

に
説

き
、

人

に
封

し

て
利

釜

を
與

え

た
巧
妙

な

活
手
段

と
見

る

べ
ぎ

で
あ

ろ
う
。

故

に

『
五
燈
會

元
』
第

三

巻

の
馬

組
章

に
も

、

一
信

が

あ

つ
て
、
馬

祀

に

「
和

術
爲

甚
籔

↓
説

帥

心
帥

佛

一」

と

問
う

の
に
封

し
て
、
「
爲
レ
止

小

見
哺

こ

と
答

え
、

三
法
無
差
に
つ
い
て

三
九



輝

學

研

究

四
〇

更

に

「
哺

止
時

如
何
」

と

問
え
ば

、

馬

狙

は

「
非

心
非
佛

」

と
答

え
、
「
除

二
此

二
種

一人

來

、
如
何

指

示
」

と
追

究

す
れ
ぽ

、
馬

祀

は
「
向

レ

伊
道

二
不
是

物

噂」

と
答
え

、
最
後

に

一
信

が

「
忽
遇

二
其

中
人

來

一時

如
何

」

と
問

え
ぽ

、
馬

祀

は

「
且

教
レ
伊

盟

二會

大
道

一」

と
導

い
た

と
あ

る
が

、
實

に
馬

組

の
封
機
説

法

の
妙

を
物

語

る
も

の
で
、

馬

祀

の
大
機

大
用

が
、
或

る
時

は

「
即

心
即

佛
」

と
読

き
、

ま

た
或

る
時

は

「
非

心

非
佛

」

と
示

し
た
と

い
う

の
み
で
、

そ

こ

に
少

し

で
も

知
解
分

別

に
走

つ
た

と

し
た
な

ら
ぽ

、
馬

租

の
宗

旨

は
分

ら
な

い
と

い

う

も

の
で
あ

る
。

八

こ

の

「
帥

心
印
佛

」

の
思
想

の
根

源

は
、
も

と

よ
り
経
丈

に
あ

つ
た
も

の
で
、

こ

の

『
華
嚴

経
』

の
三
法
無

差

の
経
文

の
如
き

は
、

そ

の
第

一
に
畢

げ

ら
る

べ
き
も

の
と

い
わ

ね
ぽ

な

ら
な

い
。

そ

の
外

、
有

名

な

る

『
浬

契
経
』

の

「
一
切
衆

生
悉
有

二
佛

性

一」

と

か
、

『
十

地
経
』

の

「
衆
生
身

中

、
有

二
金
剛

佛
性

こ

と

か
、

そ
う

い
う

経
文

も
、

み
な

「
邸

心
帥

佛
」

の
思

想

を
含

ん
で

い
る
も

の
で
あ

る
が

、

そ

れ
ら

の
経
文

の
意

味

を
最

も
簡

勤
な

形

で
、

い

い
あ

ら

わ

し
た
も

の
が

、

こ

の

「
帥

心
帥
佛

」

の
語

で
あ

ろ
う

と
思
う

。

ま
た
、

こ

の

「
帥

心

帥
佛
」

の
語

は
、
前

に
も

い
え

る
如

く
、

馬

狙

の
公
案

と
し

て
、
特

に
有

名

な
も

の
に
な

つ
た

の
で
あ

る
が

、

し

か
し
、

こ

の
語

は
す

で

に
馬

狙
以
前

に
も

読

か
れ
、

『
六

祀
壇
経

』
に
は
、
弟

子

の
法
海

が
、

六

狙
に

「
帥

心
即
佛

、
願

垂
二
指
鍮

一」

と

い
う

て
問

い
、
ま

た
、

こ

の
六
祀

よ
り

以
前

の
費
誌

や

善
慧

の
語

と

し

て
も

傳

え
ら

れ

て
い

る
。

す

な
わ

ち
寳

誌

の

『
大

乗
讃
』

に
、

「
不

レ
解
二
帥

心
即

佛

納
眞
似

=
騎

レ
騒

寛
ア
臆

」
(
『
正
藏
』

五
+

一
、
四
四
九
丁
)

と

い
い
、

ま

た
善
慧

の

『
心

王
銘
』

に
も
、

「
了
レ
本
・識
γ
心
、

識
γ
心
見

〆
佛

、
是

心
是

佛

-

帥

心
即
佛

、
即

佛

帥

心
」
(
『
正
藏
』

五
+

一
、
四
五
七
丁
)

 と

い
う

て
、

は

つ
き

り
と

「
帥

心
即
佛

」

の
語

が
出

て
い
る

が
、

こ
れ

は
皆

、
わ

れ
ら

の
根

本

心
が
佛

で
あ

る

か
ら
、

そ

の
根
本

心

を
識



れ
と

い
う
意

味

を
あ

ら
わ

し

た
も

の

に
外

な
ら

な

い
。

こ

の
根
本

心

を
黄
葉

に
至

つ
て
は

一
心

と

い
い
、
『
傳

心
法

要
』
の
開

巻
最

初

に
、

「
師

謂

レ休

日
、
諸
佛

與

二
一
切
衆
生

一唯

是

一
心

、
更
無

二
別

法

一」
(
『
正
藏
』
四
+
八
、
三
七
九
丁
)

と

い
い
、
特

に

哨
心

を
高

く
掲
げ

、
衆

生

も
諸

佛
も

、

こ

の

唄
心

を
離

れ

て
あ

る

の

で
は
な
く

、
一
心

の
と

こ
ろ

に
衆

生

あ
り
諸

佛
あ

り
、

更

に
別

法

な
く

、
別

相
な

し
と

、
到

る
と

こ

ろ
に
説

い
て

い
た
。

ま

た
佛

を
観

じ

て
清
澤

光

明
解

脆

の
相

を
な

し
、

衆
生

を
観

じ

て
垢
濁

暗
昧
生

死

の
相

を
な
す

が
如

き

は
、
有

相

の
解

で
あ

つ
て
、
如
何

に
過
恒

沙

の
苦
行

を
経

た

と
し

て
も
、

断

じ

て
菩

提

を
得

る

こ
と
は
出

來

な

い
と

い

い
、

「
無

始

已
來

、
著

相

の
佛
な

し
」

と
読

い

て
い

る
。

ま

た

「
無

始

巳
來

、
次
第

の
佛
な

し
」

と
も

い

い
、
修

行
次
第

の

有

心

の
佛

を
排
斥

し

て

い
る
Q

そ

の
要

と
す

る

と

こ
ろ

は

「
無

心

の
心
」

を
悟

る

こ
と

で
、
如

何

に
十
信

十

住
十
行

十

同
向
十

地

と
、
長

年

月

の
修
行

を
経

て
も

、

た
だ
無

心

を
誰
す

る

の
み
で
あ

る
。

そ

れ
よ

り
も
言

下

に
無

心
を
悟

り

、
無

ひ

の
と

こ
ろ
よ

り
日
常

萬
般

の
起

居

動
作

を
行
ず

る
に
如

か
ず

と

い

い
、
無

心
は

元
來

、
無

心
と

い
う

も

の
が

あ

る

の
で

は
な
く

、
却

つ
て
心

を
將

つ
て

心
を
無

心

に
せ
ん

と

す

る
な
ら
ぽ

、
有

心
を
生

ず

る

の
み
と
説

き

、

こ

の
無

心

は
唯
だ

獣
契

あ

る

の
み
で
、

こ
の
獣

契

こ
そ
黄
奨

の
特

に
墾

揚

せ
ん
と

欲
す

る
頓

悟

の
宗
風

で
あ

ろ
う
。

ま

た
黄
壁

は

『
傳

心
法

要
』

に
次
ぎ

の
如

く
読

い
て

い
る
。

「
此

心
帥
無

心

之
心
、

離

二
一
切
相
叫

衆
生

諸
佛

更
無

二
差
別

↓
但
能
無

心
便
是

究
寛

、
學

道

人
、
若

不

二直

下
無

心
納
累

劫
修

行
絡
不

レ

成

γ
道

、
被

三
二
乗

功
行

拘
繋

一
不
γ
得

二
解

脆
↓
然

誰

二
此
心

一有

逞

速

の
有

下
聞
〆
法

一
念

便
得

二
無

心

一者

上
、
有

下
至

二
十
信

十

佳
十
行

+

同

向

一乃

得

二無

心

一者
上
、
有

下
至
二
十

地

一乃

得
二
無

心

一者

上
、
長

短
得

二無

心

一乃

住
、

更
無

二
可

〆
修

可
ア
讃

、
實
無

二
所
得
↓

眞
實

不

γ虚

、

一
念

而
得
、

與

二
十

地
而
得

一者

、
功

用
恰
齊

、

更
無

二
凌

深
↓
砥

是

歴
劫

控
受

二
辛
勤

一耳

」
(
『
正
藏
』
四
+
八
、
三
八
〇
丁
)

こ
れ

は
實

に
味
う

べ
き

樺

と
教

と

の
立
場

を
、

は

つ
き
り

と
論

じ

た
も

の
で
あ

る
。

教
家

一
般

の
通

則

と
し

て
は

、
十
信

十
住

十
行

十

回
向

十

地
等

の
行

位
が

あ
る
。

わ

れ
等

は
因

位

の
衆
生

で

あ

つ
て
、

そ

の
本

性

に
於

て
は
佛

性

あ
り

、
如
來

藏

あ
り

、
本
性

の
上

か
ら

い

え
ぽ

生
佛

不

二
で

あ

る
け

れ

ど
も

、

わ

れ
等

の
現
實

は

衆

生

で
あ

つ
て
、

つ
ね

に
客

塵
煩

悩

の
爲

め

に
、

難
染

汚

濁

の
身

と
な

つ
て

い

三
法
無
…差
に
つ
い
て

・

四

一



縄

學

研

究

四
二

る
。

故

に
、

五
十

二
位

の
修

行

の
行

位

を
踏

ん

で
、
精

進
努
力

を
加

え

、
三
砥

百

劫

の
長

年

月
を
要

す

る
と

い
う

の
が

教
家

の

つ
ね

に
説

く
教

相

で
あ

る
。

そ

こ
に
は
、

理
論

と

し
て

、
頓

に
成
佛

す

る
が

如
く

巧
妙

に
説
く

一
乗

教

義
も

あ
る

に

は
あ

る
け

れ

ど
も

・

し
か

し
・

そ

の
根
本

が
説

明
的

で
あ

り
、
教

義

と

か
教

相
と

か

い
う

て
、

は

つ
き

り
と
實

際
門

か
ら

引
き

離

し
て

い
る

こ
と

は
事
實

で
あ

る
。

然

る

に
、
わ

が
騨
門

は
頓

悟

で
あ

る
。

直

下
承
當

で

あ
る
。

頓

に

「
無

心

の
心
」

を
讃

す

る

の
み

で
あ

る
。

す

な
わ

ち
教
家

一
般

の
説

く

最
後

の
究
寛

畳

、

「
無

心

の
心
」

を

明
明

了

了

に
見

得

し
て

、
そ

こ

か
ら

一
切
を
庭

理

す

る

の
で
あ

る
。

教
家

一
般

が
無

明
で
あ

る

と

か
煩
憺

で
あ

る
と

か

い
う

て

、
そ

れ
を

伏
断

す

る

の
に

苦

し
ん

で

い
る
け
れ

ど
も

、

わ
が

輝
門

で

は
、

こ
れ

ら
を
鑑

く

無

豊

帥
室

と
悟

り

、
始

め
か
ら

伏
断

す
べ
き

一
物
も

な

い

の
で
あ

る
。

ほ
ん

と
う

に

「
無

心

の
心
」

を
悟

れ
ぽ

、
そ

こ

に
は
悟

り
と

い
う
も

の
す
ら
無

い

の
で
、
衆

生
も

、
諸
佛

も
不

等
卒

等

で
あ

る
。

故

に
黄
葉

も

「
此

心
即
無

心

之
心

、
離

こ
一
切
相
↓

衆

生
諸
佛

更
無

二
差
別

こ

と

い
う

て
、

こ

こ
に
も

三
法
無

差

の
眞
意

に
鰯

れ

て
い
る
。

も

ち
ろ

ん
、
黄

葉

の
説

く

『
傳

心

法
要
』

は

、
前

に
も

い
え

る
如

く

、
心

の

一
字

を
特

に
學

揚

し

て
い
る
が

、

こ

の
心

の
と

こ
ろ

に
衆

生

あ

り
諸

佛

あ

り
と

い

い
、

こ

の
心
佛

及
衆

生

の
三
法

に
於

て
、
何

れ
が

総
と

な
り

、
何

れ
が

別
と

な

る
と

い
う

の
で

は
な

い
。

こ

の
三

法

は
徹
底

的

に
無

差
別

で
あ

つ
て
、

心
を

取
る
も

、
佛

を

取

る
も
、

ま
た
衆

生

を
取

る
も

、
と

も

に
絶

封

法

で
あ

る
。
揮

の
第

一
義

か
ら

す

れ
ば

、
み

な
不

取
不
捨

で
あ

つ
て
、

封
立

の
分

別

心
が

、
そ

こ

に
少

し

で
も
あ

つ
て

は
な

ら

な

い
。

こ

の
三
法

は
、
と

も

に
無

相

で

あ

り

、
眞
實

相

で
あ

る

こ
と
を
悟

る

と

こ
ろ

に
、
黄

壁
小
の

い
う

「
無

心

の
心

」
が
あ

ら

わ
れ

て
く

る

の
で
、

そ
れ

を
佛

と
呼

び
、

衆
生

と
名

づ

け

た

の
み
で

あ
る
。

故

に
、
私

は

こ

こ
に

「
即

心
即

佛
帥

衆
生
」

と

い
う
語

を
用

い
、

そ

の
な

か
、
特

に

「
帥
衆

生
」

と

い
う
三

字

を

將

つ
て
、

こ

の
衆

生

の

一
法

の
と

こ
ろ

に
、
不

可
思
議

微
妙

の
絶

封

法
を
認

得

し

、
こ

の
自

己

、

こ

の
學

人

の
自

己
を

し

て
、
本
來

是
佛

な

る
義
を

あ
ら

わ

し
て
見

た

い
と
思

つ
た

の
で
あ

る
。



私

が
、

こ
こ
に

「
.即
心

即
佛

即
衆

生
」

と

い
う

語
を

用

い
る
と
、

非
常

に
新

ら

し
く

、

奇

を
弄

ぶ

よ
う

に
も

思

わ
れ

る
が

、

そ

の
實

は
、

す

で

に
輝

宗

の
組
師

の
語
と

し

て
引
用

し

た
な
か

に
、

そ

の
意

味

は
充
分

に
あ
ら

わ
れ

て

い
る
。

す

な
わ

ち
、

青
原

の
語

に

「
帥

是

汝

心
、
此

心
是

佛
」

と

い

い
、

石
頭

の
語

に
も

「
心
佛
衆

生
、

菩
提

煩
悩

、
名

異
艦

一
」

と

い
え

る
が
如
き

は
、
と

も

に
三
法
無

差

の
意

味

を
読
き

、

ま
た
黄

葉

の

「
諸

佛

與
・二

切
衆

生
↓

唯
是

一
心
、
更
無

二
別

法

一」

と

い
え

る
が

如
き

も
、
三
法
無

差

の
意
味

で

あ

つ
て
、
明

か

に

「
帥

心
帥
佛

帥
衆

生
」

の
眞

意

を
あ

ら
わ

し

た
も

の
と

い
え
る
。

そ
し

て
、

こ

の
三
法

の
な

か
、

從
來

は

「
帥

心
印
佛

」
と

い
う

て
、

多
く

騨
宗

の
公
案

と

し

て
用

い
ら
れ

、
ま

た
輝
宗

は
、

つ
ね

に

一

心
と

い
う

こ
と
が

根
本

の
如

く
考

え

ら
れ

、
佛

心
と

い
う

こ
と
も

盛

ん

に
読

か
れ

て

い
た

の
で
あ

る
が

、
私

は
別

に

そ
れ
が

悪

い
と

い
う

の
で

は
な

い
。

意

を
得

れ
ぽ

、

心
と

い
う
も

、
佛

と

い
う

も
、
絶

封

法

で
あ

つ
て
、
.
等

し
く
根

本
を

指
示

し
た
も

の
で
、
誤

り

で

は
な

い

け

れ
ど

も
、
特

に
今

、

「
帥

衆
生

」

と

い
う

て
、

こ

の
三
法
無

差

の
な
か
、

衆
生

の

一
法

を
取

り
上
げ

て
、

衆
生

の
持

つ
妙

味

を
説

明
し

て
見

た

い
と

し
た

の
で
あ

る
Q

衆
生

と

い
え
ば

、
す

ぐ
迷

倒

の
衆

生
を
連

想

す

る
。
今

の

『
華

嚴

経
』

に
於
け

る
三
法
無

差

の
経
文

に
於

て
も

、

そ
れ

を
解
繹

す

る

の

に
、

一
心

が
迷

え
ば
衆

生

と
な

り
、

一
心
が
悟

れ
ば

佛

と
な

る
と
読

い
て

い
る
が
、

し

か
し
、

ほ

ん
と
う

に
三
法

無

差

で
あ

る

と

い
う
な

ら
ば
、

心

も
絶

封
で

あ
り

、
生

佛
も

絶

封

で
あ

る
と

い
わ
な
け

れ
ば

な

ら
な

い
。
猫

り

心

の
み
が
総

相

で
あ
り

、
生
佛

は
別

相

で
あ

る
と

読

く
華

嚴
宗

の
見

方

は
、

ま
だ

ま
だ

足
り

な

い
と

こ

ろ
が

あ

る
。

そ

し

て
ま

た
、

こ

の
三
法
が
五

い

に
能

造
能

具

で
あ
り
、

所

造
所

具

で

あ

る
と
説

く
天

台
宗

の
見

方
も

、

そ
れ

を
教
義

上

の
問
題

と

し

て
取
り
扱

い
、

観

心
門

に
至

つ
て
は

「
近

而
復

要
」

の
爲

め
に
と
う

て
、

妄

心
観

を
主

張

し
、
そ

の
説

く

と

こ
ろ
は

、
極

め
て

巧
妙

で
あ

る

に
し

て
も

、

そ

こ
に
微

細

の
分

別

心
を
立

て
、

封
立

の
思
想

の
含

ん
で

三
法
無
差
に
つ
い
て

四
三



灘

學

研

究

四
四

い
る

こ
と
は
孚

わ
れ

な

い
事

實

で
あ

る
。

然

る

に
、
わ

が
輝
宗

の
見

方

か
ら

い
え
ば

、

こ
の
三
法
無

差

は
眞

に
徹

底
的

の
も

の
で
あ

つ
て
、
三

法

の
な

か
、
何

れ
を

取

る
も

絶

封

法

で
あ

る
。

す

な
わ

ち
、

天
桂

の

『
騙

耳
庫
琴

コ
に
も

、
『
華
嚴

経
』

の
三

法
無

差

の
経
文

を

引
用

し

て
、
「
無

差

別
者

、
無

分
別
義

、

不

思
議

名

也
」

と
設

明
し

て
後

、

所
謂
、

心
佛

衆

生
三
義

、
佛

法

大
本

、
参

學
根

骨
、

不
γ
可

ノ
不

レ
究

之

一
大

事

也
L
(
『
騙
耳
弾
琴
』

三
、
二
丁
)

と

い

い
、

こ
の
三
法

の
本

初
元

起
を
論

じ

て
、

と
も

に
不

思
議

の
存

在

と
な

し
、
無

始
無

絡

、
本

來

是
佛

の
義

を
畢
揚

し
て
、

「
當
γ
知
、

此
心
佛

衆

生
、
從

γ
天

不

降

下
一
從

レ
地

不
二
涌
出

叫
三
本

從

二何

虞

一出

現
乎

、

若

不
ソ
了
二
這
無

始
無

本

、

則

三
無

差
別

之

道

理
叫
縦

三

生

六
十
劫

、
乃

至
無
量

劫

修
行

、
絡

得

二
不
得

こ

(
『
騨
耳
弾
琴
』

三
、
五
四
丁
)

と

い
う

て

い
る
。

要
す

る

に
心
佛

衆

生

の
三
法

は
、

と
も

に
絶

封
不

思
議

の
存

在

で
あ

つ
て
、
そ

こ
に
少

し

で
も

有

心
を
生

じ

、
衆

生
と

佛

と

の
間

に
隔
歴

を

立
て

、
浮
臓

を

以

て
分

別

し
た

と
す

れ
ば

、
そ

れ

は
、
す

で
に
根
本

を
忘

れ

た
有

心

の
人
と

い
わ
な
け

れ
ぽ

な

ら
な

い
。眞

に
無

心

の
人

と
な
り

、

一
切

の
相

を
離

る
れ
ば

、

そ

こ
に
佛

と
衆

生

と

の
差
別

は
な

い
。

心
佛

及
衆

生

の
三
法

は
徹

底
的

に
無

差

と

な

り

、
そ

の
な

か

の
何

れ

の

一
法

を

取
る
も

絶

封
不

思
議

の
存

在

で
あ

る
か
ら

、

こ

の
衆

生

の

一
法

の
な

か

に
も

根
本

心

は
あ

り
、
無

始

本
有

の
佛
身

も
あ

る

の
で

、

こ
の
衆
生

を
外

に
し

て
心
を

求

め
、

佛

を

求

め
る
必

要

は
更

に
無

い

の
で
あ

る
。

故

に
六
組

は

「
識

二
自

本

心
↓
見

二
自
本
性

こ

と

い
う

て
、

彊
く
自

を

い
い
、
自
性

を
根
本

に
し

て
読

い
て

い
る
。

ま

た
、

そ

の
臨

絡

の
と
き

、
弟

子

の
法

海

に
封

し

て
、

親

切

に
遺

誠

し
た

一
節

が

『
六
狙
壇

経
』

に
載

せ
て
あ

る
。

「
汝

等
諦

賠

、
後

代

迷
人

、
若

識

衆

生
叫

帥

最
佛
性

、
若

不

レ
識

二
衆
生

↓
萬

劫
覚

レ
佛

難
γ
逢

、

吾
今

教
下
汝

識

二自

心
衆
生

↓
見

中
自

心

佛
性

上
、

欲

レ
求
γ
見

γ
佛

、
但

識

衆

生

一」

(
『
正
藏
』
四
+
八
、
三
六

一
丁
)



六
祀
が

、

こ
こ
に

「
但
識

二
衆

生

こ

と

い
う

て

い
る
が
、

こ

の
衆

生

は
、
迷
悟

に
分

れ
な

い
以
前

の
衆

生

を
指

し
、

こ
の
衆

生

の
佛
性

を
見

よ

と

い
う

て
、
そ

こ
に

六
祀
は
見

性

を
勧

め
、

「
見
性

刹

那
帥

是
眞
」

と

い
い
、

「
不
ン
覚

自
性

一外

覚

μ
佛

、
起
ン
心
総

是
大
痴

人

」

と
誠

し

め
、

最
後

に

「
今
再

囑

ン
汝
、

令

二
汝
見

性

こ

と
結

ん

で

い
る

の
で
あ

る
。

六
組

は
、

つ
ね

に
、

こ
の
見
性

の
語

を
用

い
て
読

法

し

て

い
る
が
、

こ
れ

も

「
自

性

を
見

る
」

と

い
え
ば

と

て
、
見

性

の
二
字

を
、
能

見

所
見

に
分

け

て
見

て

は
な
ら

な

い
。

見

が
用

で
あ

り

、
性
が

燈

で
あ

る
と

い
う

よ
う

に
設

明

し
て

は
な

ら
な

い
。

「
心
を

起

せ
ば

、

総

に
是
れ

大
痴

人
」

と

い

い
、

頓

に
有

心

を
離

る
る

こ
と

で
、
見

即
性

の
頓

教

で
あ

る
。

「
自

性

自
悟

、
頓

悟
頓

修

、
亦
無

二
漸

次

こ

と

、

六
組
も

い
え

る

如
く
、

次
第

を
追

う

て
進

む

の
で

は
な

い
。

六
組

が
、

そ

の
法
嗣

た

る
司
塞

の
本

浮

に

「
道

本
無

心
、
無

心
名

レ
道
」

と

示
し

て

い
る
が

、

こ

の
有

無

の
世

界

か
ら
超

出

し

て
、

わ
れ

ら
め

年
常
底

が
無

心
に

云
爲
行

動

し

て

行
く

こ
と

で
あ

る
。

こ
れ

を
ま

た

「
挙
常

心

是
道

」
と
も

い
わ
れ

て
い

る
。

な

に

か
佛

道

と

い
え
ぽ

、
自

己

を
離

れ

て
外

に
あ

る
如
く
考

え

ら

る
る
も

の
を

、

こ
の
自

己

の
不
常
底

に
結

び

つ
け

、

こ

の
生
身

衆

生

の

一
墾

手

一
投

足
そ

の
ま

ま
を
佛

道

と
見

、
威

儀
帥

佛

法

、
作

法

帥
宗
旨

の
大
道

を
読

く

の
が

、

こ
の
輝
宗

に
読

く

「
即
衆

生

」

の
妙

味

で
あ

る

と

い
わ
ね
ぽ

な
ら

な

い
。

十

鈴
木
博
士
が
嘗
て

『
臨
濟
の
基
本
思
想
』
と
い
う
著
述
を
書
か
れ
た
。
そ
の
全
巻
を
通
讃
し
て
見
る
と
、

「
人
が
臨
濟
灘
の
眼
目
で
あ

る
ー

一
無

位

の
眞

入
」

と

い
う

よ
う

な

こ
と
を

述

べ
、
人

本
位

に
臨

濟

の
宗

旨

を
取

り
扱

つ
て

い
ら
れ

た
。

し

か
し
、

こ
の
人

は
嬢

性

的
自

畳

の
人

で
あ

つ
て

、
謂

わ
ゆ

る
輝

の
見

性
底

の
人
な

の

で
あ

る
。

こ
の
人

は
、
今

い
う

「
帥

心

脚
佛
即

衆

生
」

の
妙

法

に
通
達

し

た
人

で
、
「
即

衆

生
」

の
妙

味

は
、
こ

の
人

に
し
て
始

め
て
、
充

分

に
味

三
法
無
差
に
つ
い
て

四
五



暉

學

研

究

四
六

う

こ
と
が
出

來

る

の
で
あ

る
。
臨

濟

は

「
一
無

位

の
眞

人
」

と

い
い
、

ま
た

「
嘉
法
無

依

の
道

人
」

と
も

い
う

て
、

こ
こ

に
説

き
、

そ

こ

に
嘉
く
も

の
を
指

し

、

「
直

下
人

人

、
鯛
向
無

凝

」
實

に
活
濃
濃

地

に
、
躍

如

と
し

て
不
思

議

の
妙

用
を

あ
ら

わ
す

「
學

人

の
自

己
」
を

示
し

た
も

の
で
あ

つ
て
、

こ
れ

は

『
臨

濟
録

』

の
全

巻

、
到

る
と

こ

ろ
に
見

ら

る
る
説

法

で
あ

る
。

し

か
し

、

こ
れ

ら

の
説
法

は
、
臨
濟

が

始

め
て
基

揚

し
た
も

の
で
は
な

く
、

す

で

に
、

そ
れ

以
前

に
説

か
れ

て

い
た

こ
と

は
事
實

で
あ

る
。

喩
え
ば

『
馬

狙

語
録
』

を

讃

ん

で
見

て
も

、

「
示
レ
衆

云

、
道
不

レ
用

〆修

、
但
莫

二
汚

染

ハ
何

爲

二
汚
染

↓
但

有

二
生
死

心
嚇

造
作

趨
向

、
皆

是
汚

染

、
若

欲
ミ
直

會
二
其

道

(
手
常

心
是

道

、
何

謂

二
午
常

心
嚇
無

二
造
作

↓
無

二
是

非
↓
無

二
取
捨

↓
無
二
断
常

↓
無

ン
凡
無

ン
聖
」

(『
馬
旭
語
録
』
七
丁
)

と

い
い
、
「
如
今

行
住

坐
臥

、
慮
機

接

物

、
蓋
是

道
」

と
も

い

い
、
或

は

「
帥
今

間
レ
我

者

、
是

汝
寳
藏

、

一
切
具

足
、

更
無

・
訣

少

こ

と

も

い
う

て
、
門

下

の
大

珠
慧

海

に
答

え

て

い
る
。

ま

た
、
馬

祀

の
語

と
し

て
、

「
立
虞

即
眞

、
豊

是

自
家
腱

」

と
も

い
い
、
或

は

「
著
衣

喫
飯

、
言

談
祇

封

、

六
根
蓮

用

、

一
切
施
爲

、

蓋
是

法
性

」

と
も

い
い
、
帥
今

こ

の
人

の
準

常
底

を
説

き

、

こ

の
人

を
離

れ

て
、
法

を
説

い
て

い
な

い
こ
と

に
注
意

し
な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。ま

た

、
黄
葉

に
於

て
も
同

じ
く

、
臨

濟

の
語

に
見

ら

る
る
も

の
が

多
く

出

て

い
る
。

す
な

わ

ち

『
傳

心
法

要
』

に
、

「
上
堂

云
、
百

種
多

知
、

不
〆
如

無

レ
求
最

第

一
一
也
、
道

人
是
無

事

人

、
實

無

一一許

多
般

心

噛
亦
無

二
道

理

可
フ
説
、
無

事

散
去

」
(
『
正
藏
』

四
十
八
、
三
八
三
丁
)

と
説

法

し
て

い
る

が
、

こ

こ
に

「
道

人

」
と

い
い
、
「
無
事

人
」
、
と

い
う

て
、
臨

濟

の

「
無

事
是

貴

人
」

を
思

わ

せ
る
。

ま

た

「
所
レ
言

同

是

一
精

明
、

分
爲

二
六

和
合

こ

と

い
い
、

一
精

明
と

は

一
心

で
あ
り

、
六
和
合

と

は
六
根

で
あ

つ
て
、
眼

に
あ

つ
て
は

色
と
合

す

、
耳

に
あ

つ
て
は
聲

と
合

す

な
ど

と
、

六
根

の
和

合
を
設

く

と

こ

ろ
、
殆

ん
ど

『
臨
濟

録
』

と
同

じ

で
あ

る
。

ま

た
、

わ
れ

ら

の
行
佳

坐
臥

そ

の
ま



ま

が
佛

で
あ

る

と
示

し
、
佛

に
三
身

あ
り

、
法

身

は
自
性

虚
通

の
法

を
説

き
、

報
身

は

一
切
清

浮

の
法

を
説
き

、
化

身

は

六
度

萬
行

の
法

を
説

く

と

い
う
も
、

そ

の
實

は

「
報
化

非

二眞

佛

噛
亦
非

二
読

法
者

こ

と

い
い
、

ま

た
法
身

の
説

法

に
於

て
も

、

「
無

二
所
読

一無

二
所
讃

↓

自
性

虚

通
而

巳
」

と

い

い
、

こ
の
學

道

の
自

己
が
唯

、
直

下
頓

に
自

心
本
來

是
佛

な

り
と

了
す

れ
ぽ

、

そ

こ
に

一
法

の
所
得
な

く
、
無

修

無
讃

、
無

念
無

心
に
黙

契
す

る

の

み
と
読

き
、

こ
の

「
帥

衆
生

」

の
面
目

を
的

示

し
、

「
本
來

人
」

な

る

こ
と

る
明

か

し
た
も

の
と

い
え

よ
う
o

ま

た
、

こ

の
黄

簗

、
臨

濟

と

同
時
代

に
傑
出

し
た

膵
偲

の
語
録

を

一
護

し

て
見

て
も
、

殆

ん
ど
良

く

似

た
語
が

澤
山

に

見

受
け

ら
れ

る
。
先

ず
臨

濟

と
並

び
稻

せ
ら

れ

た
徳

山

は
、
よ
く

臨
濟

と
似

た
思

想

で
、

そ

の
相

似

黙

に

つ
い
て

は
、
嘗

て
忽
滑

谷

博
士

が
、

そ

の
著

『
輝

學
思

想
史

』

に
指

摘

し
て

六
項

目

を
學
げ

、

そ

の
絡

り

に
、

「
徳

山
と
臨

濟

と
時

を
同

う

し
、

同
じ

く
棒

喝
を

行
じ

、
同

じ
く

諸

方

の
宗

師

を
罵

り

、
同

じ
く
無
事

を

以

て
宗

と

爲
す
。

其

用
語

の

如
き

も
殆

ん
ど

相
類

す
。

帥

ち
鑛

言
悪

語

、
口
を

衝

い

て
出

づ
」

(『
輝
學
思
想
史
』
上
巻

五
七
ご
丁
)

と

い
う

て

い
る
。

ま

た
、

こ

の
時

代

に
南

泉

の
法

を
嗣

い
だ
長

沙

の
景
界

と
趙

州

の
從

論

は
、
そ

の
見

地
、

と
も

に
薪
然

と

し

て
群
を

抜

い
で

い
た
が

、
先
ず

南

泉

の

「
亭

常

心
是

道
」

は
、
趙

州

と

の
問
答

に
出

て

い
る

語
で
あ

る

。
次

ぎ

に
長

沙

は
佛
身

観

と

し

て
、

「
書
十

方
世

界

、
是
自

己
光

明
、
墨

十

方
世
界

、

在
二
自

己
光

明
裏

↓
墨

十
方

世
界

、
無

三
一
人
不

是

自
己

こ
(
『
正
藏
』
五
十

}
、
二
七
四

丁
)

と

い

い
、
ま

た

「
蕩

蕩
金

剛
盤

、
非

レ妄

亦

非

レ眞

」

と
も

い
う

て
、
す

べ

て
の
封

立

の
世

界

か
ら
超

出

し

た
も

の
で

、
眞
も
妄

も

な

い
。

迷

も
悟
も

な

い
。

こ
れ

ら

の
意
味

は
趙
州

の
語

に
も

多
く

出

て

い
る
が

、
今

は
繁

を
恐

れ

て
、

そ
れ

ら

の
引

用

は
略
す

る
。

か
く

の
如
く

、

こ
の
時

代

の
騨

僧

は

、

み
な
等

し
く

、

こ

の

「
學

人

の
自

己
」

を

し

て
、
直

ち

に
宗

乗

の
第

一
人

と
し

て
、

そ

の
活
作

用

を
日
常

の
行

持

の
上

に
あ

ら

わ
し

た
も

の
で
、

こ
れ
が

「
郎

衆

生
」

の
妙
味

で
あ

る
。

か

の

『
大
乗

起
信
論

』

の
如

き
も

、
法

の
根

源

三
法
無
差
に
っ
い
て

四
七



揮

學

研

究

四
八

を
説

明
し

て

「
衆
生

心
」

と

い
う

て
い
る
が

、

こ

の

「
衆
生

心
」

が

如
何

に
、

法

の
根

源
な

る

か
は

、

わ
れ

ら

、

こ
の
身

を

以

て
實

讃

し

、
事

實

化

し
な

け
れ
ば

な

ら
な

い
。

そ

れ

に
は
、

こ

の

「
學

人

の
自

己
」

と

い
う
も

の
を
徹

底

的

に
實

参

實

究
す

る

こ
と

で
あ

る
。
自

己

と

い
う

存

在

に
封
し

て
、

飽
く

ま

で
も
腱

究
練

磨
す

る
こ

と

で
あ

る
。

自

己

の
本

髄
實

性

は
、

も

と
よ
り

不

可
思

議

の
存

在

で
あ

つ
て
、
臨

濟

の
謂
ゆ

る

一
無

位

の
眞

人

で

あ

ろ
う
。

心
と

か
、

佛

と
か
、

乃

至

は
衆

生

と

い
う
位

で
説

く

こ
と

の
出
來

な

い
存

在

で
あ

る
が

、
し

か

し
、

そ

の
存

在

の
あ
ら

わ
れ

た

現
前

の
事
實

と

し

て
は
人

間

で
あ

る
。
無

位

の
眞

人
が
不

思
議

に
も
人

間

と

し
て
あ

ら
わ

れ

、
人
間

と

し
て

の

一
生

に
依

つ
て

い
る

の
で

あ

る
。

本
來

は
無

依

で
あ

つ
て
も

、
無

依

の
依

と

し

て
人

間

た

る
事

實

は

否
定

す

る

こ
と

は
出

來
な

い
。
或

は
、

わ
れ

は
、

過
去

世

に
於

て
本
來

成
佛

し
、
悲

願
を

立

て
て

、

こ
の
世

に
生

れ
た

い
と

望

ん
だ
も

の
が

、

こ
こ

に
、

そ

の
悲

願

を
成
就

し

、
人
問

と

し

て
現
成

し

た

も

の
と
、
宗

教
的

自
畳

を

起

し

て
も

良

い
。

と

に

か
く

、

こ

の
人
間

の

一
大
事

因

縁

に
目
醒

め
て
、

ほ
ん

と
う

の
人
間

性

を
完

成

さ
す

こ

と
が
、

こ
の
三
法
無

差

の
経

丈

に
徹

す
る

こ
と

だ
と
信

ず

る
Q


